
近

世

の
旅

観

と

街

道

の
変

容

-
参
宮
と
大
和
め
ぐ
り
ー

安

田

真
紀

子

は
じ
め
に

近
年

、
街
道
や
旅
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
も
あ

っ
て
、
交
通
史

も
多
岐

の
分
野
に
わ
た

っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、

旅
の
ル
ー
ト

・
観
光

コ
ー
ス
に
関
す
る
研
究
は
、
歴
史
学
の
み
な
ら

　
　

　

ず
、
地

理
学
や
観
光
学
の
見
地
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。

奈
良

・
三
重
問
に
お
い
て
も
、
伊
勢
街
道
を
中
心
に
実
地
調
査
や

　
　

　

参
宮
ル
ー
ト
の
研
究
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ

の

一
方

で
、
開
発
や
荒
廃
等
に
よ
り
街
道
の
ル
ー
ト
や
存
在
も
曖
昧

に
な

っ
て
き
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
同

一
の
街
道
で
あ

っ
て
も
地
方
に

よ

っ
て
呼
称
が
異
な

っ
て
お
り
、
研
究
者
や
自
治
体
等
に
よ

っ
て
、

　
ヨ

　

各
街
道

に
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
が
付
け
ら
れ
た
結
果
、
混
同
を
招
き
、

街
道
自
体

の
姿
を
よ
り
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
今

一
度
、
江
戸
時
代
の
大
和
に
お
け
る
伊

勢
街
道

の
整
理
を
行
い
、
道
中
案
内
記
類
か
ら
、
大
和
と
伊
勢
を
結

ぶ
参
宮

ル
ー
ト
の
変
遷
や
、
参
宮
と
大
和
巡
り
と
の
関
係
に
つ
い
て

事
実
を
確
定
し
、
考
察
し
た
い
。
と
く
に
、
伊
勢
参
宮
に
古
く
か
ら

利
用
さ
れ
て
い
た

「伊
勢
本
街
道
」
を
中
心
に
、
現
地
調
査
も
踏
ま

え
て
考
察
を
加
え
、
そ
の
歴
史
的
な
位
置
付

け
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
。、

伊
勢
本
街
道
の
呼
称

大
和
よ
り
伊
勢

へ
向
か
う
お
も
な
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
伊
勢
北
街

道

・
伊
勢
本
街
道

・
伊
勢
南
街
道

の
三
街
道

が
知
ら
れ
て
い
る
。
伊

勢
北
街
道
は
、
宇
陀
郡
萩
原

(榛
原
町
)
よ
り
名
張
を
経
て
、
青
山
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峠

を

越

え

、

六
軒

(
三

重

県

松

阪

市

)

へ
至

っ
て

、
津

か

ら

の
参

宮

街

道

と

合

流

す

る

ル
ー

ト

で
、

伊

勢

表

街

道

と

も

青

越
え

道

と

も

呼

ば

れ

て

い
る

。

伊

勢

本

街

道

は

、

萩

原

で

北
街

道

と

分

か

れ

、

宇

陀

郡

内

を

ほ

ぼ

真

東

に

進

み

、

飼

坂

峠

を

越

え

て

田
丸

(
三

重

県

玉

城

町
)

経

由

で

伊

勢

に

至

る

。

ま

た

、

伊

勢

南

街

道

は

、

南

和

や

和

歌

山
方

面

か

ら

の

ル
ー

ト
と

し

て
利

用

さ

れ

、
吉

野

川
沿

い
に

東
進

し

、

高

見

峠

を

越

え

て
、

田

丸

で
本

街

道

と

合

流

す

る

。

な

お

、

大

和

・

伊

勢

間

の
街

道

に

つ

い
て

は
、

〔
図

1
〕

に
示

し

た

。

こ

れ

ら

の
三

街

道

は

、

伊

勢

へ
向

か
う

道

と

い
う

意

味

で
伊

勢

街

道

と

称

さ

れ

て
お

り

、

い
ず

れ
も

大

和

側

か

ら

の
呼

称

で
あ

る
。

伊

勢

側

か

ら

は

、

伊

勢

北

街

道

・
伊

勢

本

街

道

の
場

合

、

大

和

街

道

ま

た

は

長

谷

寺

へ
の
参

詣

道

と

の
意

味

合

い
か

ら

初

瀬

街

道

と

呼

ば

れ

2
D
,
一
二
"P
乙
ゾ
2
、、

昇
丸
ゲ
信
日
レ町
些目
一
り
巳
勿
㌧
コ
ー
つ
、

掴
鈴
八
h
月
＼
宜ピ
79
涛
巳
レ
一
心

リイ
、
」
～

2
ノ門ノノ/ノ
く

f

尭
ンフ
一b「「案
卜
、曽人
G
↓劣
、ノー
弓

イ7■
亘
口.
ー

!
;
一一、ノ
、
-給
(
、

う

意

味

で
、

和

歌

山

街

道

と

呼

び

慣

わ

さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

は
、

目

的

地

名

を

冠

し

て
街

道

の
呼

称

と

し

て
使

用

す

る
と

い
う

近

世

の
慣

例

に

よ

る
も

の

で
あ

る

。

し

た

が

っ
て
、

伊

勢

へ
向

か
う

道

、

伊

勢

参

宮

に
利

用

さ

れ

た
街

道

は

す

べ

て
伊

勢

街

道

で
あ

る

が
、

な

か

で

も

大

和

を

通

る
主

要

な

三
街

道

に

つ

い

て
、

個

別

の
呼

称

が
付

い
た

も

の
と

思

わ

れ

る

。

で

は

、

現
在

一
般

的

に

使

用

さ

れ

て

い
る

こ

れ

ら

の
名

称

は

、

い

つ
頃
か
ら
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『伊
勢
本
街
道
ー
奈
良
県
歴
史

の
道
調
査
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
伊
勢
本
街
道
の
名
称
は
近
世
に
お

ハ
　

　

こ
る
と
あ
る
。
そ
こ
で
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
道
中
案
内
記
類

を
み
て
み
る
と
、
伊
勢
本
街
道
の
場
合
は

「
田
丸
越
」
と
記
さ
れ
て

い
る
も
の
が
最
も
多
く
、
「長
谷
越
」
「あ
か
ば
ね
越
」
「
か
い
坂
越
」

　
ら

　

の
記
述
も
見
え
、
後
述
の
よ
う
に
嘉
永
期
か
ら
は

「伊
勢
本
街
道
」

と

い
う
名
称

の
使
用
も
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
伊
勢
北
街
道
の
場
合

は
ほ
と
ん
ど

の
道
中
案
内
記
に
お

い
て
、
「
あ
を
越
え
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
青
山
峠
越
え
、
あ
る
い
は
阿
保
経
由
と
い
う
意

味
と
思
わ
れ
る
が
、
他
に
、
六
軒
を
経
由
す

る
こ
と
か
ら

「六
軒
屋

越
」、
名
張
経
由
の
意
味
か
ら

「な
ん
ば
り
越
」
と
も
称
さ
れ
て
い

　
ぢ

　

る

。

ま

た

、

伊

勢

南

街

道

に

つ

い

て

は

、

伊

勢

参

宮

道

と

し

て

の

利

月

ド

♪

レよ

ハ
レこ
わ

ト

、

首
γ
P
餐

勺

記

頂

こ

氾

賊

さ

兇

(

ハ
}よ

ハ
易

銀
コ

ナ

フ

ノ
ノ
フ

、

フ

δ

フ

、コ
r

三
ノ
『

妻
r
湘ヲ

ー

養
r
重

フ

u

嵐

;

、

土

≦

が

多

い

が

、

『西

国

順

礼

道

中

細

見

新

増

補

指

南

車

』

(文

政

十

二

年

　
　

　

刊
)
で
は

「川
は
た
街
道
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「川
俣
街
道
」
、
あ

る
い
は
高
見
峠
を
越
え
る
こ
と
か
ら

「高
見
越
」
と
称
さ
れ
て
い
た

ヨ
　

　

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
道
中
記
類
に
ル
ー
ト
記
載
の
あ
る
街
道
に
つ

い
て
、
冠
せ
ら
れ
た
名
称
を
ま
と
め
た
も
の
が

〔表
1
〕
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
道
中
案
内
記
類
を
管
見
し
た
限
り
で

は
、
伊
勢
北
街
道

・
伊
勢
南
街
道
の
名
称
は
見
あ
た
ら
な

い
。
お
そ
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伊
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甦

 燭
榛
原

伽

輪

上
街
道
三
路

P

]

ろ

〆

,粥
見霧

郡山

監前
ー
＼

勢

高
見
峠

伊

宇
陀
ケ
辻

桜
井

三
茶
屋

上
市

申
錘

大

齢

下
幽ゆ

横

翻

五
條

図1伊 勢への道(奈 良大学 鎌田研究室編 『宝来構道中細見記』より)

ら
く
、
こ
の
二
街
道
の
名
称
は
、
近
代
に
な

っ
て
、
大
和
を
東
西
に

通
る
三

つ
の
主
要
な
伊
勢
街
道
を
区
別
す
る
た
め
に
便
宜
上
付
さ
れ
、

「伊
勢
本
街
道
」
と
い
う
既
存
の
名
称
を
軸

に
し
て
、
各
街
道
の
位

置
関
係
か
ら
北
街
道

・
南
街
道
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

　
　

　

な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
前
述

の
よ
う
に
伊
勢
本
街
道
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
江
戸

後
期
の
道
中
案
内
記
な
ど
に
記
述
が
見
え
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
固

有
の
名
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
管
見
し
た

と
こ
ろ
で
は
、
嘉
永
五
年

(
一
八
五
二
)
刊
の

『浪
花
講
定
宿
帳
』

　
り

　

に
、
「は

い
原
よ
り
伊
勢
本
街
道
田
丸
越
」
と
あ
り
、
明
治
初
期
の

『
一
新
講
定
宿
帳
』
に
も
、
萩
原
宿
の
項
に

「右
本
か
い
道

い
せ
ヘ

ハ
ロ

　

ち

か
道

、
左

あ

を

こ

へ
」

と

あ

る

。

ま

た

、

明
治

四
十

三
年

(
一
九

　
ロ

リ

一
〇
)
改
正
の

『神
風
講
社

一
新
講
社
定
宿
帳
』
の
萩
原
宿
の
項
で

も

「
此
所
わ
か
れ
道
あ
り
、
宿
に
て
御
尋
ね
、
右
伊
勢
本
街
道
、
左

あ
を
山
ご
へ
」

の
記
載
が
あ
り
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
伊
勢
本

街
道
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
の
ほ
か
、
伊
勢
本
街
道
沿
い
に
現
存
す
る
道
標
や
常
夜
灯
か
ら

も
、
伊
勢
本
街
道
の
名
称
が
認
め
ら
れ
る
。
本
街
道
と
北
街
道
の
分

岐
点
で
あ
る
榛
原
町
萩
原
の
札
ノ
辻
に
は
、
文
政
十

一
年

(
一
八
二

　お
　

八
)
建
立
の
道
標
が
残

っ
て
お
り
、
そ
の
銘
文
に
は

「右

い
せ
本
か
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い
道

」

「
左

あ

を

こ

江

み

ち

」

と

刻

ま

れ

て

い

る

。

ま

た

、

三

重

県

　
ぬ

　

多
気
町
相
可
に
存
す
る
文
久
三
年

(
一
八
六
三
)
の
道
標
に
は
、
「右

く
ま
の
ミ
ち
」
「
駒
伊
勢
本
街
道
」
「す
く
な
ら
は
せ
道
」
と
あ
り
、

　
お

　

伊

勢

市

川

端

町

に
残

る
常

夜

灯

の
竿

石

に
も

「
本

街

道

川
端

西
入

口
」

「
本

街

道

是

よ

り

外

宮

迄

廿

八

丁

」

と

み
え

る
。

こ

の
常

夜

灯

は

、

二
基

一
対

と

な

っ
て
お

り

、

い
ず

れ

も

文

政

十

三
年

(
一
八

三

〇

)

の
銘

を

持

つ

「
い
せ

両

宮

一
里

燈

」

で
あ

る
。

伊

勢

本

街

道

の
起

点

と

も

い
え

る

萩

原

と

、

最

終

の
宿

場

で
あ

る
川

端

に

、
伊

勢

本

街

道

と

記

さ

れ

た

道

標

・
常

夜

灯

が

存

在

し

て

い
る

こ
と

の
意

義

は

大

き

い

の
で

は

な

い
だ

ろ
う

か

。

こ
れ

ら

の
碑

文

な

ど

か

ら

、

大

規

模

な

お

か

げ

ま

い
り

が

発

生

す

る
文

政

年

間

に

は

、
伊

勢

本

街

道

の
名

称

が

認

知

さ

れ

て

い
た

も

の
と

考

え

ら

れ

る
。

ノ
'P

ノ、

五

ゴ

ム剛
掲

り
也

志

セ
餐

勺

己

添
、
よ

、

、

つ
φ

る

同

反

或
帽

ー

フ
ハー

、ン
と
[ノ
、F
「
掴
ズ
6
↓
」
一三
ロ
5
弓ラ
「
r
一三P
り
ー

し
オ

レ

!
遙
よ
■」
・武

え

の
伊

勢

本

街

道

以

外

に

「
本

街

道

」

と

い
う

名

称

の
使

用

例

が

み

え

る

。

た

と

え

ば

、

貞

享

四
年

(
一
六

八
七

)

刊
行

の

『
奈

良

曝

』

に

、

「
奈

良

よ

り

方

々

へ
の
道

法

」

と

し

て
次

の

よ
う

な

ル

ー

ト

が

　
お

　

示

さ

れ

て

い
る

。

一
、

な

ら

よ

り

い
せ

ま

て
本

街

道

な

ら
坂

よ
り

北

へ
ゆ
き

、

一
の
坂

村

、

出

海

道

村

、

木

津
村

、

玉

水

、

な

が

い
け

、

宇

治

、

六
ぢ

ざ

う

、

大

津

、

草

津

、

い

し

べ
、

ミ
な

口
、

つ
ち

山

、

坂

の
下

、

関

の
地

蔵

、

む

く

も

と

、

い
せ

の

つ
、

雲

津

、

ま

つ
坂

へ
ゆ
く

な

り

。

一
、

な

ら

よ
り

長

谷

海

道

に
か

・
り

て
伊

勢

へ
行

に

ハ
、

　
　

　

　

な

ら

か

い
千

つ

か

口
よ

り

い

て

・
、

長

井

、

柴

や

、

く

ら

の

　　

ぽ

　
　

庄

、

い
ち

の
も

と

、

い
そ

の
上

、

田

部

、

江

原

城

、

丹
波

市

、

柳

本

、

辻

村

、

岩

田

村

、
金

屋

村

、
く

ろ
崎

、

お

き

村

泊
、

　あ

　
　

　ゆ
　
　

　　
ば
　

　
ポ

　
こ

初

瀬

羅

で
、

吉

提

村

、
角

筋

、
萩

村

、
桧

牧

村

、
赤

不
孜

村

、

　
　
だ
　
　

諸

木

野

、

田

口
村

、

山

か

す

村

、

桃

股

村

嚢

嵩

、

土

原

村

、

　　

ナ
　

　
イ

　
　

菅

野
村

、
高

末

、

杉

本

村

臆
撮

、

田
家

村

讐

鴨
り
、

ミ

が
き

谷

、

大

石
村

咄
縫

、

つ
る
村

大
鞍

り
、
大

岡
村

っ
鞭

り
、

田
丸

村

駄
誘

よ
、

宮

川
堀
ま
鴨
よ
、

下
宮

迄

湾

よ
勒
、

内

宮

迄

刷

一
、

な

ら

よ
り

伊

賀

海

道

を

へ
て
伊

せ

へ
行

に

ハ
、

旧員
支

な
ら
は
、

ひ

さ

ぞ
曝
＼
二

旦

、
起

H

百
い
乞
二

丑

警

、

直
灼
ド

ま

オ
ーノ
一ノ
ー,
日藍

レノ
、～
.(
ノ

一
一肛
p一

一ノ
)

ノ

、
■♂
一
ー
二
、二

盛
ド
リノ
ー

ら

一
里
半

、
上

野

へ
二
里

、

山

田

へ
二
里

、

阿

波

へ
三

里

、

永

野

へ
二

里
、

ひ
さ

ひ

へ
四
里

、

松

坂

へ
三

里

、

お

は

だ

へ

四

里

、

中

川
原

へ
㌦

、

い
せ

の
誉

田

へ
脇
は
鞭
よ
、

内

宮

へ
は
う
…
よ

こ

の
よ

う

に

、

『奈

良

曝

』

で

は

、
奈

良

か

ら

伊

勢

へ
の
道

筋

と

し

て

三

つ

の

ル
ー

ト

が
あ

げ

ら

れ

て

い
る
が

、

現

在

伊

勢

街

道

と

称

さ

れ

て

い
る

三

街
道

と

は

ル

ー
ト

を

異

に
す

る
。

ま

ず

第

一
に

、

奈

良

か

ら
京

街

道

を

長
池

ま

で
辿

り

、

宇

治

よ

り

大

津

へ
出

て
、

東

海

一36一



道
を
経
由
し
鈴
鹿
峠
を
越
え
て
、
関
か
ら

い
わ
ゆ
る
伊
勢
別
街
道
で

松
坂

へ
至
る
行
程
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

「本
街
道
」
と
称
し

て
い
る
。

一
方
、
飼
坂
越
え
の
伊
勢
本
街
道
は
、
初
瀬
街
道
経
由
と

い
う
か
た
ち
で
第
二
の
ル
ー
ト
に
あ
げ
ら
れ
、
第
三
ル
ー
ト
に
は
長

野
峠
越
え

の
伊
賀
街
道
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
東
海
道
鈴
鹿
越
え

の

行
程
を
本
街
道
と
す
る
例
は
他
で
も
見
ら
れ
、
大
坂
か
ら
の
例
で
は

あ
る
が
、
宝
暦
十
三
年

(
一
七
六
三
)
に
発
行
さ
れ
た

『伊
勢
道
中

　
レ

ソ

細
見
記
』
で
も

「大
坂
よ
り
本
街
道
之
記
」
と
し
て
、
東
海
道
鈴
鹿

越
え
伊
勢
別
街
道

ル
ー
ト
を
第

一
に
紹
介
し
、
次

い
で

「大
坂

ヨ
リ

大
和
越
伊
勢
田
丸
街
道
」
、
さ
ら
に

「大
和
国
萩
原
ヨ
リ
阿
保
越
道
中
」

を
掲
載

し
て
い
る
。

こ
れ

ら
の
例
に
よ
れ
ば
、
本
街
道
の
名
称
は
、
東
海
道
鈴
鹿
越
え

伊
勢
別
街
道
の
参
宮
ル
ー
ト
を
指
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
場
合

の
本
街
道
は
固
有
の
名
称
で
は
な
く
、
主
要
道
と

い
っ
た

意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
津
よ
り
関
に

至
る
鈴
鹿
越
え

の
ル
ー
ト
は
、
平
安
時
代
よ
り
室
町
時
代
に
至
る
ま

で
、
京
都
か
ら
の
斎
宮
群
行
路
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
江
戸
時
代

に
も
京
都
か
ら
の
参
宮
に
は
こ
の
東
海
道
鈴
鹿
越
え
の
ル
ー
ト
が
利

　　
　

用
さ
れ
、
「本
街
道
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
街
道
と
は

基
幹
道

で
あ
る
東
海
道
を
指
し
、
東
海
道
を
利
用
す
る
ル
ー
ト
と
い

う
意
味
で
、
『奈
良
曝
』
に
お
い
て
も
こ
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
前
期
に
お

い
て
も
、
東
海
道
に
は
宿
駅

や
街
道
設
備
が
整

っ
て
お
り
、
第

一
番
目
の
ル
ー
ト
に
あ
げ
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
東
海
道
鈴
鹿
越
え
ル
ー
ト
が
、
奈

良
か
ら
の
参
宮
道
と
し
て

一
般
的
に
利
用
さ
れ
た
の
は
、
ご
く
限
ら

れ
た
期
間
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
江
戸
中
期
以
降
の
諸
書
に
こ
の
ル
ー

ト
は
見
あ
た
ら
な

い
。

以
上
の
よ
う
に
、
飼
坂
越
え
の
ル
ー
ト
を
指
す

「伊
勢
本
街
道
」

の
名
称
は
、
『奈
良
曝
』
で
使
用
さ
れ
た

「
本
街
道
」
と
は
異
な

っ

た
意
味
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら

参
宮
者
の
往
来
が
増
加
し
、
大
和

・
伊
勢
間

の
移
動
に
も
複
数
の
街

道
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
く
る
。
そ

の
過
程
で
、
中
世
以
来

伊
勢
参
宮
の
利
用
が
多

い
、
飼
坂
越
え
の
ル
ー
ト
を

「元
来
の
道
」

あ
る
い
は

「旧
来
の
道
」
と
い
う
意
味
で
、
伊
勢
本
街
道
と
称
す
る

よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
享
保
二
十

一

　
り

　

年

(
一
七
三
六
)
に
刊
行
さ
れ
た
地
誌

『大
和
志
』
(
『日
本
與
地
通

志
』
畿
内
部
)
に
、
官
道
と
し
て
伊
勢
本
街
道
ル
ー
ト
の
記
載
が
み

え
る
が
、
そ
の
末
尾
に

「又
、
自
萩
原
至
長
瀬
属
邑
上
野
二
里
許
、

上
野
至
長
瀬
二
十
四
町
、
通
子
伊
州
名
張
郡
阿
部
田
村
、
謂
之
新
路
」

と
あ

っ
て
、
こ
れ
は
伊
勢
北
街
道
を
指
す
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
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文
面
か
ら
も
、
伊
勢
本
街
道
が
旧
道
、
伊
勢
北
街
道
は
新
道
と
捉
え

ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伊
勢
北
街
道
の
利
用
が
多
く
な
る
に

し
た
が

っ
て
、
飼
坂
越
え
の
ル
ー
ト
が
、
伊
勢
本
街
道
と
呼
称
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

二
、
道
中
案
内
記
類
に
み
る
奈
良

・
伊
勢
間
の

参
宮
ル
ー
ト
の
変
遷

で

は

、

江

戸

時

代

に
出

版

さ

れ
た

道

中

案

内

記

類

に

お

い

て
、

大

和

・
伊

勢

間

の
伊

勢

街

道

は

ど

の

よ
う

に
位

置

付

け

ら

れ

て

い
る

の

だ

ろ

う

か

。

そ

の
記

述

か

ら

、

主

要

ル

ー

ト

の
変

遷

を

辿

っ
て
み

た

い
。也

士
心
h
O
レ玉
♪

舌旦
h
「
餐

勺

口
」
質

ゆ
」
み
、ズ
}ク∂
、
L代
旧

・
エ升
執
ワ
旧則
り
封

首
昌

」

言

芝

(
,て
、ヌ
「
う
フ
星

一r
萎

こ

6

"

一ノ畠ー

イ

ヨ
;
r

(
そ

テ

に

つ

い
て
は

〔表

1
〕

の
通
り

で
あ

る

。
全

国

的

な

案

内

記

の
場

合

、

参

宮

ル
ー

ト

は

東

海

道

を

基

本

と

し

て
、

四

日
市

か

ら

の
参

宮

街

道

と

、

関

か

ら

の
伊

勢

別

街

道

を

利

用

す

る

コ
ー

ス

が

優
先

的

に

掲

載

さ

れ

て

い
る

。

こ
れ

は

、

江

戸
ま

た

は
京

都

方

面

か

ら

の
東

海

道

利

用

者

の

利

便

性

を

考

慮

し

た

も

の
と

思

わ

れ

る

が

、

〔表

1
〕

で

は

大

和

・
伊

勢

間

の
移

動

に
限

っ
て

の
利

用

ル

ー

ト

を
採

取

し

た

。

先

に
も

触

れ
た

よ
う

に
、

江

戸
前

期

に
は

、
奈

良

か
ら

の
参

宮

ル
ー

ト

と

し

て
も

、
東

海

道

を

利

用

す

る
行

程

が

第

一
に
示

さ

れ

て

い
た

が

、

享

保

期

以

降

の
案

内

記

類

に
は

、

こ

の

コ
ー

ス
は

み
ら

れ

な

い
。

お

そ

ら

く

、

社

会

が
成

熟

す

る

に

つ
れ

、

人

々

の
移

動

も

増

大

し

、

諸

道

の
整

備

も

進

ん
だ

結

果

、

奈

良

か

ら

一
旦

北

上

し

て
東

海
道

を

迂

回

す

る

ル

ー

ト

よ
り

も

、

一
旦

南

下

し

て
三

輪

か

ら

真

東

に

す

す

む

最

短

距

離

の

ル

ー

ト
、

す

な

わ

ち

伊

勢

本

街

道

が

利

用

さ

れ

る

よ

う

に
な

っ
て
き

た

の

で
は

な

い
だ

ろ
う

か

。

ま

た

、

伊

勢
参

宮

と
初

瀬

・
吉

野

・
高

野
参

詣

な

ど

が

一
連

の
も

の
と

し

て
行

わ

れ

る

よ
う

に
な

っ
た

結

果

、

伊

勢

本

街

道

や
伊

勢

北

街

道

の
利

用

を
促

す
案

内

記

が

増

え

た

の

で

は
な

い
だ

ろ
う

か

。

〔表

1
〕

か

ら

も

わ

か

る

よ
う

に

、
伊

勢

本

街

道

は

江

戸

前

期

よ

り

案
内

記
類

に
散

見

さ

れ

、
江

戸

時

代
を

通

じ

て

登
載

さ

れ

て

い
る
。

二

り
よ

う

こ

弄
勢

奪

封

首

ド

支

寺

さ

兇

セ

里

封

ま

可

ぐ

ち

ろ
う

ひ

。

曳
(

・

ー
イ

ヨ
三
ノ
そ

、フ

Uど

手

ー

!
フ
ヨ

i
ー

イ

:

(

'

フ

　　

明
和
五
年

(
一
七
六
八
)
の

『幸
講
定
宿
帖
伊
勢
道
中
案
内
』
に

は

「俗
説
に
日
く
、
始
め
て
参
宮
す
る
人
か

い
坂
を
こ
ゆ
る
事
、
神

の
御
心
に
叶
ふ
と
云
ふ
故
、
は
せ
田
丸
越
を
参

り
道
と
す
」
と
あ
り
、

伊
勢
本
街
道
を
信
仰
の
道
と
し
て
優
先
的
に
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。

ま
た
、
享
保
五
年

(
一
七
二
〇
)
再
版
の

『諸
国
案
内
旅
雀
』
で

は
、
「初
瀬
よ
り
伊
勢

へ
之
道
」
と
し
て
、
初
瀬

か
ら
飼
坂
越
え
の
ル
ー

38



表

1

道

中

案

内

記

類

に

み

る
伊

勢

街

道

奈
良
～
伊
勢
間

の
ル
ー
ト

に
つ
い
て
、
行
程

や
里
数

な
ど
内

容

の
記
載

の
あ
る
も

の
を
取
り
上
げ
、
各

ル
ー
ト
の
呼
称

行
程
図

の
み

の
道
中
絵
図

・
案
内
図

に
つ
い
て
は
対
象

外
と
し
た
。

備
考
欄
に

『道
中
記
集
成
』
と
あ

る
の
は
、
今
井
金
吾

監
修

『道
中
記
集
成
』

(全

44
巻

、
大
空
社

刊
)
を
指
す
。

(標

題
)
を
掲
げ
た
。

恥

史

料

名

刊

行

年

伊

勢

本

街

道

伊

勢

北

街

道

伊

勢

南

街

道

伊

賀

街

道

備

考

1

奈
良
曝

貞享

四
年

長
谷
海
道

伊
賀
海
道

ほ
か
に

醐
な
ら
よ
り
い

せまて本街道」(鈴鹿越)の記載あり

2

諸
国
案
内
旅
雀

享保

五
年

初
瀬
よ
り
伊
勢
へ
之
道

大
和
郡
山
よ

り
伊
勢
山田への道

初版

は
貞享

四
年『道中記集成』
5
所
収

3

諸
国
海
陸
道
中
記

延
享
四
年

長谷

へ
田
丸
こ
へ

黙
舳

い
せ

山
田
へ伊
賀
こ
へ

舵

『道

中
記集

成』

8
所
収

4

伊勢

道
中
行
程
記

寛延

四
年

大坂

よ
り
初
瀬
街
道

『道

中記

集
成』

9
所
収

5

伊勢

道
中
細
見
記

宝
暦
十
三
年

大
坂
ヨ
リ
大
和
越
伊
勢田丸街道

大
和
国
萩
原
ヨ
リ
阿
保越道中

奈良

大
学史

学
科蔵

6

伊勢

参
宮
細
見
大
全

明
和
三
年

大
坂
よ
り
大
和
越
伊
勢田丸行程

阿
保
越
行
程

奈良

大
学史

学
科蔵

7

伊勢

道
中
記
(
太
神
講)

安
永
四
年

田
丸
越

『道

中記

集
成』

13
所
収

8

鶴両

道
中
記

天
明
六
年

長
谷
へ
田
丸
こ
へ

脚
軸

い
せ
山
田
へ伊

賀
越

諮

『道

中

記集

成』

17
所
収

9

大
和
巡
り
ひ
と
り
案
内
図

寛
政
八
年

山
田
よ

り
は
せ

田
丸
ご

へ

山
田
よ
り
は
せ
あ
を
ごへ

『道

中

記集

成』

38
所
収

10

陛

零
巡
旅
行
便覧

享
和
二
年

あ
を
越

奈
良
よ
り伊

勢
山
田
へ伊賀越

初版

は
宝
暦
十
一

年。

初版に伊賀街道は記載なし。『道中記集成』19所収

11

旅
行
用
心集

文
化
七
年

伊

勢
ヨ
リ

田
丸
越

伊
勢
ヨ
リ
大
和
廻
り奈良吉野高野道

奈良

大
学史

学科

蔵

一39一



恥

史

料

名

刊

行

年

伊

勢

本

街

道

伊

勢

北

街

道

伊

勢

南

街

道

伊

賀

街

道

備

考

12

新
版
諸
国道

中
細
見
記

文

政.
]

年

伊
勢
ヨ
リ
田
丸
越

伊
勢
ヨ
リ
大
和
廻
り
奈良吉野高野道

『
道
中
記
集
成』

21

所
収

13

縞

欄
新
増
補
指
南
車

文
政
十
二
年

い

せ
よ
り

中海

道

あ
を
越
は
せ
道

い

せ
よ
り
高
野
山
へ

すぐ道・川はた街道

い

せ
よ
り
い

が
ご
へ

大坂ミち

再
版『道
中
記
集
成』

24

所
収

14

諸
国道

中
袖
鏡

天
保
十
年

恥
麗
よ
りは

せ
田
丸
こ
へーー

舘

鵬
へ

伊
賀
こ
へ

道

『
道
中
記
集
成』

26

所
収

15

浪華

組道

中
記

天
保
十
年

大
坂
よ

り
い

せ
道
中

『
道
中
記
集
成』

39

所
収

16

大
日
本
諸
国
道
中
案
内
記

天
保
十
二
年

京
ヨ
リ
大
和
巡
り
高
野道井伊勢参宮道

京
ヨ
リ
笠
置
越
上
野
道

『
道
中
記
集
成』

28

所
収

17

嫌離

細
見道

中
記

天
保
十
四
年

伊勢

よ
り
田丸

越
道

伊
勢
よ
り
大
和
奈
良
吉野高野道

『
道
中
記
集
成』

29

所
収

18

麟
西
国
順
礼
道
中
細
見

大
全

嘉
永
二
年

(
大
坂
よ

り)大和越田丸街

道

あ
ほ
越
道
法

原
版
は

文
政
八

年。

増
修版は天保十一年。『道中記集成』27所収

19

大
日
本
細
見
道
中
記

嘉
永
四
年

伊
勢
山
田
よ
り
田
丸
越長谷道

参
宮
よ
り
阿
保
越
大
和巡りよしの高野参詣大坂迄

伊
勢
月
本
よ
り
伊
賀
越奈良道

『
道
中
記
集
成』

40

所
収

20

浪
花
講
定
宿
帳

嘉
永
五
年

は
い
原
よ
り
伊
勢
本
街道田丸越

大
坂
よ
り
伊
勢
参
宮
道

奈
良
よ
り
伊
賀
越
井
かふと越道

『
道
中
記
集
成』

41

所
収

21

東
講
商
人
鑑

安
政
二
年

は
せ
ヨ
リ
田
丸
越
伊
勢海道

大
坂
ヨ
リ
大
和
奈
良
三輪長谷ヨリあを越伊勢参宮道

奈
良
ヨ

リ
伊
賀
越
月
本マテ

『
道
中
記
集
成』

41

所
収

22

定
宿
附
道
中
記

(

寛
政

頃
力)

伊
勢
よ
り
大
和
奈
良
吉野高野道

『
道
中
記
集
成』

39
所
収

23

東
海
道
秋
葉
鳳
来
寺伊

勢参宮大和七在所高野山道月本南都越定宿附

(
天

保
頃
力)

(
月
本
南
都
越)

奈
良
県
立
大
学
蔵
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恥

史

料

名

刊

行

年

伊

勢

本

街

道

伊

勢

北

街

道

伊

勢

南

街

道

伊

賀

街

道

備

考

24

浪
花
講
定
宿
附

(
天

保
頃
力)

伊勢

ヨ
リ

田
丸
こ
へ

大和ミち

東
海
道
四
日
市
追
分
よりいせ参宮大和大坂マテ

伊
勢
月
本
こ
へ

い
か
こへ奈良道

『道

中
記
集
成』

39
所
収

25

五
海
道
中
細
見
独
案
内

(
安
政
頃
力)

い
せ

道
中
田
丸
ご
へ

大和国はせミち

い

せ
海
道
六
け
ん
よ
りはせ道

奈
良
よ

り
伊賀

越
久
ゐより月本迄

『道

中
記
集
成』

32
所
収

26

東
海
道
秋
葉
鳳
来
寺
伊
勢参宮大和七在所高野山道長谷南都越定宿附

(
江
戸

末
力)

(
長
谷
南
都
越)

奈
良
大
学
史
学
科
蔵

27

浪
花
講
定
宿
帳

(
江
戸

末
力)

は
い
原
よ
り
伊
勢
本
街道田丸越

大
坂
よ
り
伊
勢
参
宮
道

奈
良
よ
り伊

賀越

井
かふと越道

奈
良
大
学
史
学
科
蔵

28

朝
日
講
定
宿
帳

(
江
戸
末
力)

山
田
よ
り
た

ま
る

越

山
田
よ
り
六
け
ん
あ
を越

い
せ

月
本
よ
り
い

が
越ならより大坂ミち

『道

中
記
集
成』

42
所
収

29

千嶋

講
定
宿
附

(
江
戸
末
力)

は
い

原
よ

り
田丸

こ
へ

京
よ
り
大
和
廻
り
い

せミち

な
ら
よ
り
い
が
こ
ヘ

ミち

『道

中
記
集
成』

42
所
収

30

道
中
細
見定

宿
帳(浪花講)

明
治.
二
年

は
せ
よ
り
田

丸
越
い
せ道

大
坂
よ
り
な
ら
は
せ
いせ道

な
ら
ヨ
リ
上
野
通
月
本迄井上野ヨリ東海道関迄

『道

中
記
集
成』

43
所
収

31

袖珍

一

新道

中
記

明
治
十
年

大
坂
ヨ

リ
奈
良
ヲ
ヘ

テイセマテ

『道

中
記
集
成』

35
所
収

32

皇
国
道
中
早
見
一

覧

明
治
十
一

年

大
坂
ヨ

リ
伊
勢
へ

『道

中
記
集
成』

35
所
収

33

駿
旅
便
利

明
治
十
二
年

大
坂
よ
り

驕
あを

ご
へ

奈
良
大
学
史
学
科
蔵

34

講

灘
道
中
記
図
会

明
治
十
五
年

大
阪
ヨ
リ
大
和
伊
賀
越ニテ伊勢道

『道

中
記
集
成』

36
所
収

35

明
治
新
刊伊勢道中細

見
記

明
治
二
十
三
年

参
宮
下
向
阿
保
越
に
て大阪に出る順路

『道

中
記
集
成』

37
所
収

36

伊
勢
み
や
げ
旅寝

之
友

明
治
二
十
三
年

初
瀬
街
道
阿
保
越

伊
賀街

道
長
野
越

『道

中
記
集
成』

37
所
収
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喩

史

料

名

刊

行

年

伊

勢

本

街

道

伊

勢

北

街

道

伊

勢

南

街

道

伊

賀

街

道

備

考

37

改
正
三
都
講
定
宿
帳

(
明
治
初
力)

(
行
程
の
記
載
は
あ
るが、名称はなし)

『
道
中
記
集
成』

43
所
収

38

浪
花
講
い
せ
道
中
記

(
明
治
初
力)

(
行
程
の
記
載
は
あ
るが、名称はなし)

『
道
中
記
集
成』

44
所
収

39

大
川
組
定
宿
帳

(
明

治初

力)

(
行
程
の
記
載
は
あ
るが、名称はなし)

『
道
中
記
集
成』

44
所
収

40

改
正
浪
花
講
定
宿
帳

(
明

治初

力)

は
せ
な
ら
大
坂
み
ち

『
道
中
記
集
成』

44
所
収

　
の

　

ト
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
の
萩
原
宿
の
項
に

「宿
中

二
を
い

　
ろ

カ

ソ

わ
け

有

、

道

よ
り

右

二
あ

た

り

、

な

ん
ば

り

越

と

て

い
せ

へ
行

道

有

、

此
海

道

長

谷

越

よ

り

切

所

は

こ

れ
な

き

よ

し
也

、
松

坂

の
近

辺

へ
出

ル
」

と

の
記

載

が

あ

る
。

こ

こ

で

い
う

「
な

ん

ば

り

越

」

と

は

青

越

え

の
伊

勢

北

街

道

を

、

「
長

谷

越

」

と

は

飼

坂

越

え

の
伊

勢

本

街

道

・ピ
一旨

ノ
ご

δ

)
・

ド

扁

6

ま

昇
謬

仁

旨

首
『
ご
鍵

勺

ご
よ
ド

ら

も

、

丑

そ
†
▼1

「
』

ー

ン
糸
↓

`
イ

謹
ご
ノ
4↑
、ヌ
そ
4
ラ
「
・1

7

フ
`

～

イ

勢

北

街

道

の
ほ

う

が

難

所

が
な

い
と

、

こ
ち

ら

を

勧

め

る

よ

う

な

記

述

が

み

ら

れ

る

。

青

山

峠

を

越

え

る
伊

勢

北

街

道

は

、
伊

勢

地

・
垣

内

間

の
青

山

三

里

(標

高

五

一
〇

メ

ー

ト

ル
)

が
難

所

と

さ

れ

る

の
み

で
あ

る

が
、

飼

坂

越

え

の
伊

勢

本

街

道

は

、
大

小

八

つ

の
峠

が

存

在

し

、

櫛

田
川

の
津

留

渡

し
な
ど

の
難

所

も

多

く

、
標

高
も

高

い
所

で
は
六

九

五

メ
ー

ト

ル

に
達

す

る
険

路

で
あ

る

。

そ

れ

ゆ
え

、

厳

し

い
旅

が

予

想

さ

れ

る
だ

け

に

、

踏

破

の
際

に

は
神

意

に

叶
う

と

さ

れ

た

の

で
あ

ろ
う

か

。

と

い
う

よ
り

も

む

し

ろ
、

伊

勢

神

宮

参

拝

と

い
う

目

的

を

果

た

す

こ

と

の

み
を

念

頭

に
旅

を

せ

よ
と

い
う

意

味

で
、

最

短

か

つ
山

間

ル
ー

ト

で
あ

る
伊

勢

本
街

道

を

、

神

意

に
叶

う

道

と

表

現

し

た

の

で
は

な

い
だ

ろ
う

か

。

ま

た

、
中

世

以

来

伊

勢

参

宮

・
長

谷

参

詣

路

と

し

て

M刈
日
口
と
一
化
一(
ぎ
噛ね
」
レ
一
ハ
、り
一墜
赴

白

へ
よ
艀塗
血犀
弘〉
、

丑
ズ
勢

曇
口
印
丁レ
一
研
焦
舶
晒旨
ロ

ー
ノ

マ
ォ

U

、(
フ

、
、

舳
君

三
ド

ン
弄

看

」

イ

尋

イ

イ

」
-
、7
イ
　
　

　

仰
の
結
び
つ
き
に
よ
る
隔
夜
僧
の
移
動
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
、

伊
勢
本
街
道
を
優
先
的
に
案
内
す
る
要
因
に
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
宝
暦
頃
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
は
、
伊
勢
北
街
道
を
登
載

し
て
い
な
い
案
内
記
が
少
な
く
な

い
が
、
実
際
に
は
明
和
頃
か
ら
、

伊
勢
本
街
道
よ
り
伊
勢
北
街
道

へ
、
そ
の
利
用
が
移
行
し
て
い
っ
た

も

の
と
思
わ
れ
る
。
桜
井
市
に
残
る

「年

々
珍
事
記
」
明
和
六
年

(
一
七
六
九
)
の
記
事
か
ら
は
、
伊
勢
本
街
道
か
ら
伊
勢
北
街
道

へ
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　お
　

の
利
用
者
の
移
行
が
窺
え
る
。

此
度
伊
勢
之
様
子
聞
書

一
上
海
道
筋

星
津
川
渡
シ
壱
人
前
壱
銭
宛
取
ル
、
八
月
晦

日
よ
り
九
月
三
日
迄
毎
日
四
拾
貫
文

ツ
・
落
ル
、
此
筋
凡
人

数
積
り
毎
日
四
万
人
程
二
見
ル
、
夫

ヨ
リ
阿
保
越
参
詣
人
六

軒
二
而
出
合
、
い
な
ぎ
の
渡
し
橋
又
壱
人
前

二
壱
銭
ツ
・
取
ル
、

右
四
日
之
間
毎
日
此
処

二
而
八
拾
貫
文
ツ
・
落
ル
、
人
数
凡
八

万
人
ツ
・
見
ル

一
中
海
道
筋
田
丸
宿
二
而
紀
州

・
和
州

・
八
鬼
山
三
ケ
所
出
合
、

人
数
凡
北
ノ
上
海
道
筋
之
三
歩

一
二
積
リ
見
ル
、
此
筋
銭
取

之
渡
し
橋
等
無
之
二
付
、
委
ハ
不
知
、
見
物
大
積
り
凡
二
万
六

七
千
人
程
か
、
東
海
道
筋
之
義

ハ
不
知
、
右
四
日
之
問
伊
勢

へ
入
込
候
人
数
積
り
難
斗
、
扱
々
彩
敷
参
詣
也

こ
れ
は
、
お
か
げ
参
り
流
行
の
二
年
ほ
ど
前
の
参
宮
に
関
す
る
記
録

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う

「上
海
道
」
と
は
伊
勢
北
街
道
、
「中
海

道
」
と

は
伊
勢
本
街
道
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
伊

勢
本
街
道
田
丸
宿
の
通
過
者
は
、
伊
勢
北
街
道

の
三
分
の

一
程
度
と

あ
り
、
明
和
頃
か
ら
徐
々
に
伊
勢
北
街
道
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
っ

た
こ
と

が
わ
か
る
。

ま
た
、
参
宮
の
例
で
は
な
い
が
、
明
和
九
年

(
一
七
七
二
)
三
月
、

松
坂
よ
り
吉
野
を
遊
覧
し
た
本
居
宣
長
は
、
往
路
伊
勢
北
街
道
で
大

和

へ
入
り
、
復
路
は
萩
原
の
宿
で
悩
み
抜

い
た
末
、
伊
勢
本
街
道
で

松
坂

へ
と
戻

っ
て
い
る
。
『菅
笠
日
記
』

(寛
政
七
年
刊
)
に
表
わ
さ

れ
た
、
そ
の
時
の
萩
原
で
の
宣
長

一
行
の
会
話
は
、
伊
勢
北
街
道

の

利
用
が
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ

っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
少
々
長

　ヨ

文
で
あ
る
が
、
紹
介
す
る
。

こ
れ
よ
り
こ
へ
る
さ
は
。
道
か

へ
て
。
ま
だ
見
ぬ
赤
羽
根
こ
え

と
か

い
ふ
か
た
に
物
せ
ん
と

い
ひ
あ
は
せ
て
。
と
も
な
る
を
の

こ

に
。

か

う

く

な

ん
と

い

へ
ば

。

か

し

ら

う

ち

ふ

り

て

。

あ

な

お

そ

ろ
し

。

か

の
道

と

申

す

は

。

す

べ

て
け

は

し

き

山

を

の

み
。

い
く

へ
共

な

く

こ
え

侍

る
中

に
も

。

か

ひ

坂

ひ

つ
坂

な

ど

申

し

て
。

よ

に

い
み

し
き

坂

ど

も

の
侍

る

に
。

明

日

は

雨

も

ふ

り

ぬ

べ
き

け

し

き

な

る
を

。

い
と

"
し

く

道

さ

へ
あ

し

う

侍

ら

ん

に
は

。

お

ま

へ
た

ち

の
。

い
か

で
か

か

や
す

く

は

越

給

は

ん

と

す

る

。

さ

ら

に
さ

ら

に

。

ふ

よ
う

な

め
り

と

い
ふ
を

き

け
ば

。

又

い
か

"

せ
ま

し
と

。

み
な

人

心

よ

わ

く

思

ひ
た

ゆ

た

は

る

・

を

。

戒

言

大

と

こ

ひ
と

り

。

い
な

と

よ
。

さ

ば

か

り

お

そ

ろ

し

き

道

な

ら

ん

に

は
。

絶

て

ゆ
く

人

も

あ

ら

じ

を

。

人

も

み

な

ゆ

く

め

れ
ば

。

な

に
ば

か
り

の

こ
と

か
あ

ら

ん
。

足

だ

に
も

あ

ら

ば

。

い
と

よ
う

こ
え

て

ん
と

。

つ
ゆ
き

き

お

ち

け

た

る

け

し

き
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も
な
く
。
は
げ
ま
し
い
は
る

・
に
ぞ
。
さ
は
御
心
な

・
り
と
て

を
り
ぬ
。

伊
勢
本
街
道
は
、
行
程
を
よ
く
知
る
者
に
と

っ
て
も
、
難
路
と
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
本
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
利
用
者
が
な
け

れ
ば
廃
道

と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
初
期
ま
で
案
内
記

類
に
は
登
場
し
て
お
り
、
伊
勢

へ
の
最
短
ル
ー
ト
と
し
て
機
能
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
伊
勢
本
街
道
の
利
用
が
減
少
し
、
伊
勢
北
街
道

へ
と

移
行
し
て

い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
享
和
二
年

(
一
八
〇
二
)
再
版
の

『七
ざ

い
所
巡
道
し
る
べ
旅
行
便
覧
』
に
は
、
伊
勢
か
ら
大
和

へ
の

　
お

　

ル

ー

ト

に

つ

い

て
次

の
よ

う

に
紹

介

さ

れ

て

い
る
。

伊

勢

山

田

よ

り

大

和

へ
行

道

三

筋

あ

り

。

田
丸

よ
り

行

、

長

谷

＼
n
U
争
一、

D
U
h
㍗
戎
胃レ
ア
0
、

一一丈
冷ゴ
戎
[レ
一-b

ハ
蚤

o

Lへ
江『
コ至
よ

hリ
一丁

ノ
ー
ー
ン
,

「
【二
・ノ
4
刈

ー
～

」
J
ノー
」
ハ

(
、(
、

げ

一ノ面
『
芽

(

ろー

て
、

是

も

田

丸

越

と

同

、

長

谷

へ
出

を

、

六
軒

屋

越

と

も

、

あ

を

越

と

も

、

は

せ

越

と

も

い
ふ
。

田
丸

越

よ
り

ハ
行

程

壱

里

半

ほ

ど
遠

け

れ

ど
も

、

道

筋

宜

敷

故

、

皆

人

此
道

を

通

と

い

へ
り

。

つ
き

も

と

よ

り

行

、

伊

賀

の
上

野
を

通

、
奈

良

へ
出

を

、

つ
き

も

と

越

と

も

、

い
か

越

と

も

、

奈

良

越

と
も

い
ふ

。

ま

た

、

江

戸

時

代

後

期

に
、

吉

野

郡

上

市

の
金

紅

丹
店

よ

り

発

行

さ

れ

た

『大

和

巡

独

案

内

道

中

絵

図
』

(刊

記

な

し

)

に
も

、
伊

勢

　
あ

　

北
街
道
の
利
用
を
促
す
記
述
が
み
え
る
。

は

い
原

此
所
よ
り

い
せ
参
宮
道
二
す
じ
あ
り
。
中
海
道
と
い

ふ
を
行
バ
、
勢
州
田
丸

へ
出
る
な
り
。
但
シ
は
い
原
よ
り
宮
川

迄
廿
二
り
余
。
あ
を
ご

へ
と
い
ふ
を
行
バ
、
勢
州
六
け
ん

へ
出

る
な
り
。
但
シ
宮
川
迄
廿
六
り
半
。
少

々
道
遠
け
れ
ど
も
弁
利

よ
し
。

『七
ざ

い
所
巡
道
し
る
べ
旅
行
便
覧
』
に
お

い
て
も

『大
和
巡
独
案

内
道
中
絵
図
』
に
お
い
て
も
、
青
越
え
の
伊
勢
北
街
道

の
ほ
う
が
距

離
は
長

い
が
、
道
も
良
好
で
便
利
で
あ
る
と
支
持
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
、
青
越
え
の
伊
勢
北
街
道
は
、

]
部
地
域
を
除
き
、
津

藩
領
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
津
藩
の
官
道
と
位
置
付
け
ら
れ
、
藩

の
政

策
に
よ

っ
て
街
道
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
伊
勢

へ
27

・

也

●
亘

勺

酎

D

申

首

を

寸

ナ

辱

え

セ

り

、

村

霧

こ
皆

し

な

祈

洞

也

祈

」ーノ

」ーノ
「

「「■1
(
口

、
ーノ
.,
イ

`

一フー

,
馳ノ

i

玉
ノー

二ー

噸「
玉「勿
ー

」」
下qフ

田

村

の

救

済

策

と

し

て

、

名

張

と

阿

保

問

の

街

道

通

行

を

小

波

田

越

　ゆ

え
か
ら
新
田
経
由

へ
変
更
し
、
迂
回
を
強
要
し
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
前
掲
の

『伊
勢
道
中
細
見
記
』
(宝
暦
十
三
年
刊
)
に
は
、

萩
原
宿
の
項
に

「札
の
辻
を
左

へ
行
バ
阿
保
ご

へ
道
、
す
ぐ
に
行

ハ

赤
ば
に
か

い
ど
う
也
。
是
よ
り
田
丸
ま
で
ハ
馬
借
問
屋
な
し
」
「あ

ほ
こ
ヘ
ハ
な
ら
よ
り
い
せ
松
坂

へ
の
往
来
な
れ
バ
道
中
筋
に
馬
多
し
」

　ウ

と

、

そ

の
利

便

性

の
違

い
が

述

べ
ら

れ

て

い
る

。

し

か

し

、
伊

勢

北

一44一



街
道

へ
の
誘
導
増
加
の
要
因
は
、
街
道
施
設
整
備
だ
け
の
問
題
で
あ

ろ
う
か
。

伊
勢
本
街
道
は
、
『朝
日
講
定
宿
帖
』

(刊
記
な
し
)
に

「山
田
よ

り
た
ま

る
越
。
こ
の
海
道
ち
か
道
候

へ
と
も
、
少
し
山
道
二
御
座
候
。

　　

と
か
く

ぜ
に
の
い
ら
ぬ
道
中
二
御
座
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
間
を

通
る
た
め
大
規
模
な
宿
場
や
町
場
が
少
な
く
、
旅
行
者
に
と

っ
て
は

楽
し
み

の
少
な
い
ル
ー
ト
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
比
し
て
、
伊
勢
北
街

道
に
は
、
名
張

・
阿
保
と
い
う
伊
賀
国
の
二
大
商
業
地
が
存
在
し
て

お
り
、
そ
の
点
も
、
旅
行
者
を
惹
き

つ
け
る
材
料
と
な

っ
た
の
で
は

な

い
だ

ろ
う
か
。

幕
末

に
は
、
伊
勢
北
街
道
を
優
先
的
に
記
載
し
た
案
内
記
も
多
く

み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
化
政
期
頃
よ
り
庶
民
の
あ

い
だ
に
訪
れ
た
旅

行
ブ
ー
ム
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
旅
が
大
衆
化
す
る

こ
と
に
よ
り
人
々
の
興
味
も
多
様
化
し
、
伊
勢
参
宮
に
対
し
て
信
仰

へ
の
関
心
が
薄
れ
、
参
宮
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
な

っ
た
結
果
、
伊

勢

へ
と
直
行
す
る
最
短
ル
ー
ト
の
伊
勢
本
街
道
よ
り
も
、
町
場
を
通

り
ゆ
っ
く
り
と
旅
の
で
き
る
伊
勢
北
街
道
の
需
要
が
高
ま

っ
た
の
で

は
な

い
だ
ろ
う
か
。
伊
勢
街
道
変
遷
の
背
景
に
は
、
庶
民
の
旅
に
対

す
る
意

識
の
変
化
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
庶
民
の
旅

の
イ
メ
ー
ジ

が
、
修
行
か
ら
娯
楽
に
変
化
し
て
い
っ
た
結
果
が
、
街
道

の
利
用
に

も
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
期
に
入
る
と
、
伊
勢
本

街
道
を
掲
載
す
る
案
内
記
は
急
速
に
減

っ
て
い
る
。

ま
た
、
伊
勢
北
街
道

・
伊
勢
本
街
道
の
記
載
に
加
え
て
、
長
野
峠

　
ゆ

　

越
え
及
び
加
太
越
え
の
伊
賀
街
道
を
記
載
し
た
案
内
記
が
非
常
に
多

い
。
と
く
に
、
月
本
か
ら
分
か
れ
て
長
野
峠
を
越
え
上
野
に
至
る
長

野
越
え
の
伊
賀
街
道
は
、
伊
勢
参
宮
を
終
え
、
い
わ
ゆ
る
大
和
め
ぐ

り
に
向
か
う
道
筋
と
し
て
利
用
が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ら
び

に
、
加
太
越
え
は
、
大
和
諸
大
名
の
参
勤
交
代
路
で
も
あ
り
、
幕
府

に
よ

っ
て
、
脇
往
還
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
大
和

か
ら
東
海
道
江
戸
方
面

へ
の
間
道
と
し
て
の
利
用
も
多
い
た
め
、
積

極
的
に
登
載
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

反
対
に
、
伊
勢
南
街
道

の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ

は
、
南
和
や
和
歌
山
方
面
か
ら
の
参
宮
に
利
用
が
限
ら
れ
た
こ
と
や
、

高
見
峠

(標
高
九
〇
四
メ
ー
ト
ル
)
が
、
冬
期
に
は
積
雪
、
夏
期
に

は
繁
茂
す
る
草
木
に
よ

っ
て
通
行
に
困
難
を
極
め
た
た
め
と
思
わ
れ

　お
　

る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
大
和
め
ぐ
り
と
の
関
係
や
、
高
野
参
詣

・

西
国
巡
礼
ル
ー
ト
と

の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ

る
。

次
章
で
は
、
伊
勢
街
道
と
大
和
め
ぐ
り
と

の
関
係
に
つ
い
て
考
え

て
み
た

い
。
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三

、
参
宮

ル
ー
ト
と
大
和
め
ぐ
り

〔
表

1
〕

に

も

示

し

た

よ

う

に
、

道

中

案

内

記

類

に

お

い

て

は

、

「
奈

良

よ

り

伊

勢

へ
」

の
順

路

を

示

し

た

も

の
と

、

「
伊

勢

よ

り

奈

良

へ
」

の
道

順

を

示

し

た

も

の

と

が

存

在

す

る

。

こ

れ

は

、

版

元

(発

行

者

)

の
所

在

地

や

作

成

さ

れ

た

目

的

な

ど

に

よ

っ
て
変

わ

っ

て
く

る
と

思

わ

れ

る

が

、

利

用

者

の
便

を

考

慮

し

て
作

成

さ

れ

て

い

る

は
ず

で
あ

る

。
事

実

、

大

和

・
伊

勢

間

の
記

述

に
限

っ
て
も

、

一

ル

ー

ト

の

み
を

示

し

た

も

の
は

き

わ

め

て
少

な

く

、

往

路

と

帰

路

の

ル

ー

ト
を

変

え

て

記

し

た

も

の
や

、

参

宮

後

他

所

の
名

所

観

光

へ
と

誘

導

し

た

も

の
が
多

く

み

ら

れ

る

。
小

野
寺

淳

氏

の
研
究

に

よ
れ

ば

、

渇

蓑

か

ら

り
参

書

音

D
易

ヘ
コ
、

主

夏

司

じ

一寸
哩

を

山

る
列

よ

ま
と

ん

「

一i
ノ
》ノ
ー
(

,一ノ・
'ー馨
ニ
ノ
(
↓あ
ノー

ゐイ
ノー
ー

.ノづ
4ヌ
ー
;
、
-♂
'
イ

ー

i

-

'

ど

み

ら

れ
ず

、
多

く

は
参

宮

後

、

西

国

巡

礼

や
奈

良

・
大

坂

・
京

都

　ヨ

な
ど
の
寺
社
旧
跡
め
ぐ
り
に
出
か
け
た
よ
う
で
あ
る
。
道
中
案
内
記

類
に
お

い
て
も
、
伊
勢
参
り
に
、
大
和
め
ぐ
り
や
西
国
巡
礼
、
金
毘

羅
参
詣

な
ど
を
組
み
込
ん
だ
も
の
が
多
い
。

前
掲

『七
ざ

い
所
巡
道
し
る
べ
旅
行
便
覧
』
の
叙
に

「伊
勢
参
宮

し
て
大
和

の
寺
社
を
巡
、
高
野

へ
行
、
住
吉
天
王
寺
石
清
水

へ
詣
、

宇
治
伏
見

を
見
て
京

へ
上
り
、
三
井
寺
石
山
を
巡
終
と
し
て
帰
る
。

　あ
　

是
を
七
ざ
い
所
巡
と
い
ふ
」
と
あ
り
、
江
戸
中
期
に
は
、
参
宮

の
帰

路
に
近
畿
の
社
寺
を
巡
る
風
習
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同

書
は
享
和
二
年

(
一
八
〇
二
)
の
再
版
で
あ
る
が
、
初
版
本
は
宝
暦

十

一
年

(
一
七
六

一
)
に
出
て
お
り
、
宝
暦
年
間
に
は
こ
の
よ
う
な

コ
ー
ス
が
完
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

実
際
に
参
宮
を
目
的
と
し
た
旅
の
記
録
で
あ
る
道
中
日
記
か
ら
は
、

伊
勢
参
宮
が
西
国
巡
礼
や
奈
良

・
大
坂

・
京
都
な
ど
の
寺
社
旧
跡
め

ぐ
り
な
ど
と
併
せ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
と
く
に
東
国
か

ら
の
参
宮
者
は
参
宮
後
、
大
和
め
ぐ
り
と
称

し
て
奈
良

・
初
瀬

・
竜

　を

田

・
吉

野

な

ど

を

遊
覧

し

て

い
る

ケ

ー

ス

が
非

常

に
多

い
。

で

は

、

参

宮

後

大
和

へ

の
移

動

ル

ー

ト
と

し

て
、

伊

勢

街

道

は

ど

の
よ
う

に

利

用

さ

れ

て

い
た

の
だ

ろ
う

か
。

参

宮

と

大

和

観

光

の
関

系

こ

つ

ハ
て

み

(

み

よ
う

。

『
ヒ

ざ

ハ
折

巡

首

し

る

叉
液

庁

更

覧

=

イ

ー

》
蒐

b

`
b

`

【
'

、
一-
、フ
、フ

'
げ
」]ノ
ノノ
ー
匿1
,【」

は
前

述

の
よ

う

に

、
伊

勢

か

ら
大

和

・
高

野

・
大

坂

・
宇

治

・
京

・

大

津

を

順
番

に

廻

る

よ
う

に
編

集

さ

れ

て

い
る

が
、

大

和

め

ぐ

り

に

際

し

て

は

、

「
大

和

巡

を

は

せ

越

ハ
長

谷

よ

り

初

、

な

ら

越

ハ
奈

良

よ

り

初

て
、

い
つ

れ
も

吉

野

に

て
巡

終

な

り

。

伊

勢

山

田

よ

り

吉

野

迄

行

程

、

な

ら

越

ハ
弐

里
余

遠

し
。

是

ハ
少

の
事

な

れ

バ

い
ふ

に

も

た

ら
ざ

れ

ど

も

、
奈

良

よ
り

初

て

ハ
、

い
そ

の

か

み
帯

解

等

其

外

此

辺

の
見

所

数
多

は

つ

れ

、

又

八
木

よ
り

阿

部

へ
う

つ
る
間

、

道

の
次
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第
悪
、
見
所
は
つ
る

・
な
り
。
あ
を
越
を
し
て
長
谷
よ
り
巡
初
た
る

　
　

が
よ
し
」
と
、
青
越
え
伊
勢
北
街
道

の
利
用
を
勧
め
て
い
る
。
「な

ら
越
」

と
は
月
本
か
ら
の
伊
賀
街
道
を
指
す
が
、
こ
ち
ら
を
推
薦
し

な

い
理
由
と
し
て
、
大
和
め
ぐ
り
の
最
終
地
吉
野
ま
で
の
距
離
が
二

里
余
長

い
、
名
所
巡
り
の
順
序
に
不
都
合
、

コ
ー
ス
か
ら
見
所
が
は

ず
れ
る
と
い
う
点
を
あ
げ
て
お
り
、
大
和
国
内
の
観
光
地
間
で
の
移

動
に
不
便
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
『
い
せ
や
ま
と
ま
わ
り

　を

め

い
し

ょ

ゑ

つ
み

ち

の
り
』

(明

和

二
年

)

で

は

、

「
や
ま

と

ま

わ

り

あ

ん
な

い
わ

、

い
せ

月

本

よ

り

入

て
、

い
か

う

へ
の
、

な

ら

、

ほ

つ

け

し

、

さ

い
大

し

、

し

よ

大

し

、

に

し

の
京

と

ま

わ

れ

ハ
、

ミ
ち

に

た

め

な

し

。

又

は

せ

こ

ヘ
ハ
や

ま

と

の
内

に

て
七

り

の
そ

ん
也

」

と

の
記

述

が

み
え

、
伊

賀

街

道

の
ほ

う

が

行

程

に
無

駄

が

無

い
と

し

て

い
る

。

し

か

し

、

そ

の

四
年

後

に

同

じ

版

元

か

ら

出

版

さ

れ

た

『大

　　

和
名
所

記
』
に
は
、
「伊
勢
よ
り
下
向
な
ら

へ
の
ミ
ち
▲
い
せ
六
け

ん
茶
屋
よ
り
入
て
、
あ
を

・
は
せ

・
な
ら
と
ま

ハ
り
て
よ
し
▲
い
が

ご

ヘ
ハ
、

い
せ
月
も
と
よ
り
入
て
、
い
が
う

へ
野

・
な
ら
と
ま

ハ
り

て
よ
し
」
と
、
伊
勢
北
街
道
を
優
先
す
る
よ
う
な
記
述
が
み
え
る
。

ま
た
、
前
掲

『大
和
巡
独
案
内
道
中
絵
図
』
に
は
、
「大
和
巡
り

道
筋
心
得
」
と
し
て
、
各
方
面
か
ら
の
大
和
観
光
の
客
に
対
応
し
た

道
順
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
参
宮
後
に
大
和
を
巡
る
コ
ー

　　

ス
が
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

勢
州
両
大
神
宮
拝
礼
の
後
、
宮
川
を
渡
り
松
坂

へ
出
、
六
け
ん

よ
り
大
和
は
せ
寺
、出
る
を
あ
を
ご

へ
と

い
ふ
、
但
シ
み
や
川

よ
り
は
せ
寺
迄
廿
六
り
半
。
月
本
と
い
ふ
所
よ
り
大
和
南
都

へ

出
る
を
伊
賀
越
と
い
ふ
、
但
ミ
や
川
よ
り
南
都
迄
二
十
八
り
。

あ
を
こ
へ
大
和
は
せ
寺
迄
出
、
名
所
巡
り
左

の
通
り
す
れ
バ
順

路
よ
し

は
せ
寺
よ
り

み
わ

在
原
寺

お
び
と
け

南
都
名
所
数
々
多

し

西
大
寺

招
大
寺

西
の
京

法
り
う
寺

た

つ
田

た

い
ま
寺

あ
べ

あ
す
か

を
か
寺

た
う
の
峯

上
市
い
も
山

せ
山
名
所

吉
の
山

か
う
や
山

大
坂

右
之
通
り
廻
る
べ
し
。

(中
略
)

伊
賀
ご

へ
よ
り
南
都

へ
出
れ
バ

西
大
寺

招
大
寺

法
り
う
寺

た
つ
田

た
い
ま
寺

み
わ

は
せ
寺

を
か
寺

た
う
の
み
ね

上
市

吉
野
山

こ
う
や

山

大
坂
と
め
ぐ
る
べ
し
。

こ
こ
で
も
、
距
離
の
違
い
を
述
べ
た
上
で
、
伊
勢
北
街
道
と
伊
賀
街

道
の
両
ル
ー
ト
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
加
え

て
、
同
絵
図
で
は
、
大

坂
方
面
か
ら
の
西
国
巡
礼
者
や
高
野
参
詣
者

に
対
し
て
も
、
上
市
か
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ら
の

「高
見
こ
へ
と
い
ふ
伊
勢
海
道
」
や
、
萩
原
か
ら
の

「中
街
道
」

あ
　

「あ
を

ご
へ
」
、
奈
良
か
ら
の

「伊
賀
ご

へ
」
「そ
ま
の
川
ご
へ
」
と

い
っ
た
伊
勢

へ
の
道
を
案
内
し
て
い
る
。
本
図
は
、
大
和
吉
野
の
金

紅
丹
と

い
う
薬
店
が
発
行
し
た
も
の
の
た
め
か
、
参
宮
客
を
大
和

へ

誘
致
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
。

こ
れ
ま

で
み
て
き
た
よ
う
に
、
参
宮
後

の
大
和
入
り
に
際
し
て
は
、

伊
勢
北
街
道
と
伊
賀
街
道
の
利
用
が
勧
め
ら
れ
て
お
り
、
伊
勢
本
街

　
ぬ

　

道

お

よ

び
伊

勢

南

街

道

に

つ

い
て

の
記

載

は
認

め

ら

れ

な

い
㎏

伊

勢

北
街

道

・
伊

賀

街

道

は

、

東

海

道

四

日
市

か

ら
分

か

れ

た
伊

勢

参

宮

街

道

の
六

軒

・
月

本

よ

り

大

和

へ
と

分

岐

し

て

お
り

、
参

宮

後

の
大

和

め

ぐ

り

に

は

、

一
旦

北

へ
迂

回
す

る

か

た
ち

と

な

る

。
伊

勢

本

街

道

を

利

用

す

れ

ば

、

最

短

距

離

で
大

和

へ
入

れ

る

が

、
先

に

も

述

べ

'、」
ヒ

)

こ
、

昇

渉

ド

封

首
ま

、

つ
り
上
～
ご
包

え

レ.」准

各

σ

ら

つ
、

弄

↓!

く
》
O

f

多
フ
一ノ
ノイ
、
-め
pレ・
ノ

ゾ
(
山

}ノー』寸

!
7
』碍ヲ
[∬
レ

}ζ
ー

イ

勢

方

面

か

ら

は

徐

々

に
高

度

が
上

が

る

た

め

、

登

り

一
方

の
峠

が

少

な

く

な

い
。

そ

の
た

め
、

参

宮

後

の
遊

覧

に

は
適

さ

な

い
と

判

断

さ

　せ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『朝
日
講
定
宿
帳
』
で
も
、
「御
参
宮
相
済
候
御

方
、
大
和
め
ぐ
り
被
遊
候

ヘ
バ
、
元
六
軒
迄
御
も
ど
り
被
遊
候
。
田

丸
ご

へ
は
せ
ち
か
ミ
ち

ハ
下
の
方

二
く
わ
し
く
御
座
候
」
と
、
大
和

へ
の
移
動
に
、
伊
勢
本
街
道
は
観
光
を
伴
わ
な
い
直
行
路
と
い
う
表

現
を
し

て
い
る
。

ま
た
、
伊
勢
南
街
道
に
つ
い
て
は
、
『西
国
順
礼
道
中
細
見
新
増

補
指
南
車
』
(文
政
十
二
年
刊
)
に

「
い
せ
よ
り
高
野
山

へ
す
ぐ
道
」

　　

と
あ
り
、
参
宮
後
に
高
野
山

へ
直
行
す
る
場
合

の
ル
ー
ト
と
い
っ
た

限
定
的
な
紹
介
で
あ
る
。
南
和
や
和
歌
山
方

面
か
ら
の
参
宮
は
別
と

し
て
、
遠
隔
地
か
ら
の
参
宮
者
の
利
用
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
同
書
は
、
西
国
巡
礼
を
目
的
と
し
て
編
ま
れ
た
案
内
記
で
あ

る
の
で
、
参
宮
後

「伊
勢
山
田
よ
り
八
鬼
山
越
熊
野
那
智
山
迄
四
十

余
の
問
名
所
旧
跡
手
引
案
内
」
を
別
に
設
け
て
、
田
丸
か
ら
那
智
ま

で
の
熊
野
街
道
に
多
く
の
紙
数
を
割
い
て
い
る
。

伊
勢
参
宮
街
道
と
伊
勢
北
街
道
と
の
分
岐
点
で
あ
る
六
軒
に
は
、

「
や
ま
と
め
ぐ
り
か
う
や
道
」
「大
和
七
在
所
順
道
」
と
刻
ま
れ
た

　ぢ

道
標
が
現
存
し
て
お
り
、
伊
賀
街
道
と
の
分
岐
点

の
月
本
に
も

「左

(
45

)

や

ま

レ
一ヒ

生

斤

頂

洛

一

り

洛

を

寺

つ

司

兼

D

首

票

と

、

「
↑
口
た

旧

ヒ

♪

-.(

(

　
一イ
一「ノ
恥
μ
「P
」

(

∠ヨ

;
十
†,
》
ー

才

(
、-
σ毒
1

ー

一
一ノ

一
ノ
月

'

在

所

道

な

ら

は

せ

か

う

や

道

い

が

こ

え

本

道

」

と

刻

ま

れ

た

常

夜

　や灯
が
建

つ
。
伊
勢
か
ら
六
軒
や
月
本
を
経
て
大
和

へ
向
か
う
者
が
い

か
に
存
在
し
た
か
を
窺
わ
せ
る
遺
物
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
道

標
に
は
年
紀
が
な
く
、
建
立
年
は
判
然
と
し
な
い
。

こ
の

「大
和
七
在
所
」
に
つ
い
て
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
の
案
内
記
類
に
も
散
見
で
き
、
『東
海
道

秋
葉
鳳
来
寺

伊
勢
参
宮

ハゼ

大
和
七
在
所

高
野
山
道

月
本
南
都
越

定
宿

附
』
と
い
う
表
題
の
付
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い
た
定
宿
帳
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
定
宿
帳
は
刊
記
を
欠

い
て

お
り
、
版
行
年
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
裏
表
紙
に

「
天
保
十
三
年

寅
三
月
吉
日
、
武
州
埼
玉
郡
山
根
庄
海
上
郷
騎
西
領
上
会
下
村
、
岡

田
性
義
運
」
「嘉
永
七
年
甲
寅
歳
正
月
七
日
立
二
而
二
度
目
伊
勢
参
宮
ノ

節
持
参
仕
候
、
岡
田
惣
右
衛
門
義
運
誌
」
と
、
当
時
の
所
持
者
に
よ

る
書
き
込
み
が
あ
り
、
幕
末
に
は
、
大
和
七
在
所
が
観
光
地
と
し
て

既
知
の
存
在
に
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「大
和
七
在
所
」
が
具
体
的
に
ど
こ
を
指
す

の
か
に
つ
い
て
、
中

村
敏
文

氏
は

『榛
原
町
史
』

の
中
で
、
「大
和
七
在
所
と
は
大
和
の

社
寺
を
七
ヶ
所
と
違

っ
て
、
長
谷
寺

・
吉
野

・
奈
良

・
法
隆
寺

・
奈

良
の
社
寺
な
ど
で

一
在
所
と
見
な
し
、
高
野
山
巡
り
、
大
坂
の
住
吉

・

天
王
寺
詣
で
、
石
清
水
八
幡
参
り
、
宇
治

・
伏
見
巡
り
、
京
の
社
寺

巡
り
、
石
山

・
三
井
寺
参
り
の
七
在
所
で
、
平
安
時
代
に
朝
廷
よ
り

特
別
な
奉
幣
を
頂

い
て
い
た
春
日

・
大
神
な
ど
二
十
二
社
の
大
部
分

な
　

の
神
社
も
含
ま
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
先

に
掲
げ
た

『七
ざ

い
所
巡
道
し
る
べ
旅
行
便
覧
』
の
叙
に
記
さ
れ
た

名
所
を
誤

っ
て
解
釈
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
掲

『東
海
道

秋

葉
鳳
来

寺

伊
勢
参
宮

大
和
七
在
所

高
野
山
道

月
本
南
都
越

定
宿

附
』

で
は
、
東
海
道
四
日
市
よ
り
伊
勢

へ
と
入
り
、
参
宮
後
、
「是

よ
り
大

和
七
在
所
め
ぐ
り
六
軒

へ
御
も
ど
り
」
、
六
軒
か
ら
伊
勢
北

街
道
を
萩
原
ま
で
辿

っ
て
、
初
瀬

二
二
輪

・
奈
良

へ
と
進
み
、
「是

よ
り
七
在
所
道
」
と
な

っ
て
い
る
。
加
え

て
、
奈
良
か
ら
大
坂

へ
の

移
動
に
際
し
て
悪
徳
案
内
人
の
勧
誘
に
関
す
る
注
意
書
き

の
中
に
、

「奈
良
よ
り
大
和
七
在
所
不
残
御
参
詣
、
高

野
山
御
廻
り
、
大
坂
迄

之
道

の
り
四
十
八
り
二
御
座
候
」
と
い
う

一
文
が
あ
り
、
大
和
七
在

所
と
は
奈
良
か
ら
高
野
山

へ
至
る
ま
で
の
社
寺
め
ぐ
り
を
指
し
て
い

る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
講
元
か
ら
出
さ
れ
た

『伊
勢

　
　

　

山
田
宮
本
御
講
中
行
程
表
』
で
も
、
奈
良

の
項
に

「此
所
御
参
詣
所

多
く
、
七
在
所
奈
良
よ
り
御
座
候
」
と
み
え

る
。
こ
れ
ら
の
案
内
記

は
、
参
宮
後
、
六
軒
か
ら
伊
勢
北
街
道
で
萩
原

へ
出
、
初
瀬

・
三
輪

を
経
た
後
、
奈
良

へ
入

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
案
内
記
に
従
え
ば
、

大
和
七
在
所
に
初
瀬

∴
二
輪
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

具
体
的
に
、
七
在
所
が
ど
こ
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
意
見
の

別
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
七
在
所
を

「七
つ
の
地
域
」
と

い
う

具
合
に
解
釈
し
て
、
『東
海
道

秋
葉
鳳
来
寺

伊
勢
参
宮

大
和
七
在
所

高
野
山
道

月
本
南
都
越

定
宿
附
』

の
行
程
に
従

っ
て
分
類
す
れ
ば
、

①
法
華
寺

・
西
大
寺

・
菅
原
天
神

・
唐
招

提
寺

・
西
の
京

(薬
師

寺
)、
②
法
隆
寺

・
竜
田
、
③
達
磨
寺

・
染
井
寺

(石
光
寺
)
・
当
麻

寺
、
④
安
倍
文
殊
、
⑤
飛
鳥

・
橘
寺

・
岡
寺

、
⑥
多
武
峰
、
⑦
吉
野

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
こ
の
七
ヶ
所
に
限

っ
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た
も
の
で
も
な
か

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
先
に
取
り
上
げ
た

『大
和
巡
案
内
道
中
絵
図
』
に
は
、
「南
都
七
大
寺
め
ぐ
り
と

い
ふ

ハ
、
元
興
寺

興
福
寺

東
大
寺

西
大
寺

招
大
寺

西
の
京

法
隆
寺
、

　
　

　

右

俗

二
七

在

所

め

ぐ

り

と

も

い
ふ
」

と

あ

る

。

こ

れ

は
南

都

七

大

寺

と

い

い
な

が

ら

、

い
わ

ゆ

る
奈

良

時

代

の
七

大

寺

と

は

内

容

を

異

に

し

て

い

る
。

江

戸

時

代

に
衰

微

し

て

い
た

大

安

寺

を

、

見

所

か

ら

除

い
た

た

め

と

思

わ

れ

る

が
、

こ

こ

で

い
う

七

在

所

と

は

、

奈

良

周

辺

の
由

緒

あ

る
七

ヶ
寺

と

い

っ
た
意

味

で

あ

ろ

う

。

こ

の
よ

う

に
、

案

内

記

に

お

い
て

も

「
七

在

所

」

の
捉

え

方

は

さ

ま

ざ

ま

で
、

「
大

和

め

ぐ

り

」

を

概

念

的

に
捉

え

た
も

の
で

は

な

い
だ

ろ
う

か

。

い
ず

れ

に

し

て

も

、

諸

々

の
案

内

記

に

お

い

て
六

軒

の
部

分

で
、

「
大

和

め

ぐ

り

」

「
大

和

七

在

所

」

の

記

述

が

み

ら

れ
、

大

和

観

光

＼
ま

葺

参

ヒ
旨

盲
5

哨

月

ド

足

≦
一
τ
r
＼

'こ
仁

う

廊
、レリ
る

○

こ

τ
ま

、

!
ー
2↑「
巷
ノフ
」内
案
卜
、ヒ天
〆)
4イ
[冒「ノ
つく{
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弓
4
}
-
M
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く
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東

国

か

ら

の
参

宮

に

は
東

海

道

四

日

市

か

ら

の
伊

勢

参

宮

街

道

が
使

用

さ

れ

、

そ

の
道

筋

に
位

置

す

る

六

軒

が

、

荷

物

の
預

託

な

ど

下
向

の
際

の
大

和

め
ぐ

り

に
も

、
便

利

で
あ

っ
た

た

め

で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。

六
軒

が
参

宮

後

の
大

和

め

ぐ

り

の
基

地

と

し

て
、

宿

屋

が

サ

ー

ビ

ス
を

向

上

さ

せ

て

い

っ
た
様

子

は

、

明

治

初

期

の
定

宿

帳

に

み
え

　
む

ソ

る
。
明
治
十
年

(
一
八
七
七
)
の

『
一
新
講
社
定
宿
帳
』
に

「
六
け

ん

此
宿

ニ
テ
大
和
め
ぐ
り
道
中
記
進
上
仕
候
」
と
あ
り
、
ま
た
、
同

年
に
出
さ
れ
た

『真
誠
講
定
宿
帳
」
に
も
、

「六
け
ん

大
和
七
在
所

道

西
京
大
坂

へ
御
通
り
の
身
ハ
、
御
荷
物
御
預
ケ
置
便
利
也
」
と
あ
っ

ヘヨて
、
参
宮
後
大
和
か
ら
京
都
や
大
坂

へ
向
か
う
客

へ
の
配
慮
が
窺
え

る
。
同
じ
く
伊
勢
参
宮
街
道
の
月
本
よ
り
分
岐
す
る
伊
賀
街
道
に
お

い
て
、
こ
の
よ
う
な
記
載
は
確
認
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
伊
勢
北
街

道
で
は
宿
屋
と
講

・
版
元
な
ど
が
協
力
し
て
、
参
宮
客
の
動
員
に
広

報
活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

ま
た
、
東
国
か
ら
の
参
宮
に
限
ら
ず
、
大
坂
方
面
か
ら
の
参
宮
の

際
に
は
往
路
に
奈
良
見
物
を
す
る
の
が
通
例

で
あ

っ
た
し
、
西
国
筋

　
お

　

か
ら
の
参
宮

の
場
合
に
も
、
大
和
め
ぐ
り
は
行
わ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
大
和
か
ら
の
参
宮
の
場
合
も
、
往
復
同
じ
ル
ー
ト
を
辿
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
参
宮
後
多
く
は
京
都

の
社
寺
め
ぐ
り
や
多
賀

参
旨

・

彪
寧

参

旨

こ
昌

ト

ナ

『

華

萎
三
面

重
♂耳
二
4二一=后
O

ー匹
フ
`

レ

、

ノ

こ

の
よ
う

に

、
伊

勢

参

宮

と

大

和

め
ぐ

り

は

一
連

の
も

の
と

な

っ

て
行

わ

れ

、

庶

民

の
参

宮

が
娯

楽

化

し

て

い
く

の

に
伴

っ
て
、

東

国

か

ら

の
参

宮

者

に
便

利

な
伊

勢

北
街

道

の
利

用

が

増

大

し

て

い

っ
た

も

の
と

考

え

ら

れ

る

。
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お
わ
り
に

江
戸
時

代
に
お
け
る
大
和

・
伊
勢
問
の
参
宮
ル
ー
ト
の
変
遷
と
、

伊
勢
街
道

と
大
和
め
ぐ
り
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
道
中
案
内
記
類
か

ら
考
察

し
、
検
討
を
加
え
た
。
伊
勢
本
街
道
は
、
文
政
期
に
は
、
飼

坂
越
え

の
伊
勢
街
道
を
指
す
固
有
の
名
称
と
し
て
認
識
さ
れ
、
伊
勢

へ
の
最
短

路
と
し
て
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

一

方
、
伊

勢
北
街
道
は
、
伊
勢
本
街
道
に
比
し
て
距
離
は
長

い
が
、
峠

が
少
な
く
、
旅
の
大
衆
化
と
と
も
に
利
用
が
増
加
し
た
。
そ
の
結
果
、

利
用
の
急
増
し
た
伊
勢
北
街
道
に
対
し
て
、
飼
坂
越
え

の
伊
勢
街
道

が
、
元
来
の
伊
勢

へ
の
道
と

い
う
意
味
で
、
伊
勢
本
街
道
と
称
さ
れ

周
知
の
も
の
と
な

っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
伊
勢
北
街

道
の
利
用
増
加
の
背
景
に
は
、
庶
民
の
旅
の
ス
タ
イ
ル
や
伊
勢
参
り

に
対
す

る
意
識
の
変
化
が
考
え
ら
れ
、
参
宮
と
い
う
目
的
を
果
た
す

た
め
の
旅
か
ら
、
好
奇
心
を
満
た
す
た
め
の
道
中
を
楽
し
む
旅

へ
、

旅
の
様
式

の
変
化
が
街
道
の
利
用
に
も
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

加
え
て
、
参
宮
後

の
観
光
が

一
般
化
し
、
東
国
か
ら
の
参
宮
客
の
増

加
や
六
軒
の
宿
屋

の
活
動
と
も
相
ま

っ
て
、
伊
勢
か
ら
奈
良

へ
の
大

和
め
ぐ
り
の
ル
ー
ト
と
し
て
、
伊
勢
北
街
道
が
利
用
さ
れ
、
明
治
期

に
な
っ
て
も
存
続
し
た
。
大
坂

・
奈
良
方
面

か
ら
の
参
宮
に
つ
い
て

は
、
伊
勢
本
街
道

・
伊
勢
北
街
道

の
選
択
は
、
参
宮
者
自
身
に
任
せ

ら
れ
る
感
が
あ
る
が
、
参
宮
後
の
大
和
入
り

に
つ
い
て
は
、
伊
勢
北

街
道

へ
の
誘
導
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
も
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、

江
戸
時
代
に
お
い
て
伊
勢
本
街
道
は
、
西
方

か
ら
伊
勢
神
宮

へ
向
か

う
参
拝
の
た
め
の
道
と
い
う
捉
え
方
を
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

な
お
、
街
道
の
利
用
の
実
態
に
関
し
て
は
、
道
中
日
記
な
ど
当
時

の
記
録
か
ら
の
事
実
関
係
の
確
認
が
不
可
欠

で
あ
る
が
、
今
回
は
案

内
記
か
ら
の
事
実
確
認
に
留
め
た
。
ま
た
、

ル
ー
ト
の
変
遷
に
つ
い

て
は
、
津
藩
や
和
歌
山
藩
な
ど
に
よ
る
街
道
政
策
や
、
道
路
の
整
備

状
況
な
ど
の
側
面
か
ら
の
検
討
も
必
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。
加
え
て
、
大
和
め

ぐ
り
に
つ
い
て
も
、
大
和
国
内
で
の
ル
ー
ト
確
認
な
ど
、
検
討
課
題

が
残
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
別
稿
を
期

し
た

い
。

最
後
に
、
大
和

・
伊
勢
間
の
伊
勢
街
道
の
現
状
に
つ
い
て
、
少
し

　　
　

触
れ
て
お
き
た
い
。
文
化
庁
に
よ
り
進
め
ら
れ
た

「歴
史
の
道
」
調

査

・
整
備
事
業
や
、
近
年
の
街
道
ブ
ー
ム
、
あ
る
い
は
、
町
お
こ
し

と
い
っ
た
視
点
な
ど
に
よ
り
、
奈
良

・
三
重
両
県
に
お
い
て
も
整
備

さ
れ
た
部
分
が
少
な
く
な
い
。
案
内
板
や
道
標
な
ど
の
設
置
も
進
め
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ら
れ
て
き
た
が
、
立
地
の
関
係
か
、
必
ず
し
も
適
切
な
場
所
に
建
て

ら
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
道
路
工
事
等
に
よ
り
、
撤
去
さ
れ
た
り
移

設
さ
れ
た
江
戸
期
の
道
標
や
常
夜
灯
も
多
く
、
原
位
置
に
復
さ
れ
た

も
の
も
あ
る
が
、
設
置
方
向
を
誤

っ
て
復
原
さ
れ
た
た
め
、
指
向
方

向
が
全
く
逆
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
道
標
も
み
ら
れ
る
。

伊
勢
本
街
道
は
、
江
戸
時
代
の
姿
を
多
く
留
め
た
数
少
な
い
街
道

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
道
中
案
内
記
な
ど
に
記
さ
れ
た
八
つ
の
峠

の

う
ち
、
石
割
峠

の

一
部
と
牛
峠

(神
末
峠
)
を
除
き
、
未
舗
装
の
ま

ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
十
年
間
に
、
国
道
の
バ
イ

パ
ス
工
事

が
進
み
、
三
重
県
で
は
、
飼
坂
峠
下
に
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

し
、
美
杉
村
奥
立
川
付
近
に
お
い
て
も
バ
イ
パ
ス
に
よ
り
旧
道
が

一

部
消
滅
、
櫃
坂

(松
阪
市
飯
南
町
)
で
も
工
事
に
と
も
な

っ
て
、
集

落
内
の
景
観
は

一
変
し
た
。

一
方
、
奈
良
県
宇
陀
郡
御
杖
村
で
は
、

バ
イ
パ
ス
の
大
部
分
が
、
旧
道
と
は
別
に
敷
設
さ
れ
て
お
り
、
集
落

内

へ
の
大
型
車
の
流
入
が
減
り
、
か
え

っ
て
保
存
し
や
す
い
環
境
と

な

っ
て

い
る
。

ま
た
、
伊
勢
北
街
道
は
、
明
治
以
後

の
鉄
道
敷
設
や
現
国
道

一
六

五
号
線
に
よ
り
大
部
分
が
車
道
と
な

っ
て
い
る
。
奈
良
県
に
お
い
て

も
三
重
県

に
お

い
て
も
、
集
落
内
の
旧
道
は
国
道
か
ら
少
し
は
ず
れ
、

と
く
に
宿
場
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
は
比
較
的
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
開
立
坂

(名
張
市
)
や
七
見
峠

(上
野
市
)
の
よ
う
に
、
住

宅
地
や
ゴ
ル
フ
場
の
開
発
に
伴

っ
て
消
滅
し

て
し
ま

っ
た
部
分
も
存

在
す
る
。
こ
れ
ら
の
現
状
に
対
し
て
、
歴
史
的
な
認
識
を
深
め
る
こ

と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
な
る
保
存
と
活
用
を
期
待
し
た
い
。

_註

1

 

(2

)

(
3
)

小
野
寺
淳

「道
中
記

に
み
る
伊
勢
参

宮

ル
ー
ト

の
変
遷
」

(
『筑
波
大

学
人
文
地
理
学
研
究
』

]
四
、

一
九
九
〇
年
)
、
田
中
智
彦

「大
坂
廻

り
と
東

国
の
巡
礼
者
」

(
『歴
史

地
理
学
』

一
四

二
号
、

一
九

八
八
年
)

小
松
芳
郎

「道
中
記

に
み
る
伊
勢
参
詣
ー
近

世
後

期
か
ら
明
治
期
を

通
し

て
ー

」

(
『信

濃
』
三

八
ー

一
〇
、

一
九

八
六
年

)
、
桜
井
邦

夫

「
近
世
に
お
け

る
東
北
地
方

か
ら

の
旅
」

(
『駒
沢
史
学
』
三
四
、

一

九

八
六
年

)
な
ど

。

奈
良

県
教
育
委
員
会
編

『伊
勢
本
街
道
-
奈

良
県

「
歴
史

の
道
」
調

査

報

告
書
』

(
一
九

八
五
年
)
、
奈

良
県

教
育

委

員
会

編

『横
大

路

(初

瀬
道
)
1
奈
良

県

「
歴
史

の
道
」
調
査

報
告
書
』

(
]
九

八
三

年
)
、
三
重
県
教
育
委
員
会
編

『初
瀬
街
道

・
伊
勢
本
街
道

・
和
歌
山

街
道

歴
史

の
道
調
査
報
告
書
』

(
一
九

八
二
年
)
、

三
重
県
教
育
委

員

会
編

『大
和
街
道

・
伊
勢
別
街
道

・
伊
賀
街
道

歴
史

の
道
調
査
報
告

書
』

(
一
九

八
三
年
)
な
ど

の
報
告
書
が
公
刊
さ
れ
て

い
る
。

伊
勢
北
街
道

・
伊
勢
本
街
道

・
伊
勢
南
街
道

に

つ
い
て
、

『日
本
歴
史

地
名
大
系
三
〇

奈
良
県

の
地
名
』

(
.
九

八

]
年
、
平
凡
社
)
三
〇

～
三

一
頁
で
は
、
伊
勢
街
道

の
見
出
し
項
目

の
中
で
、
伊
勢
北
街
道

・
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(
4
)

(
5
)

(
6
)

本
街
道

・
南
街
道

(紀
州
街
道
)
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、

『日
本
歴

史

地
名
大
系

二

四

三
重
県

の
地

名
』

(
一
九

八
三
年
、
平
凡
社
)

三

〇
～
三

二
頁

に
お

い
て
は
、
初
瀬
表
街
道

・
初

瀬
本
街
道

・
和
歌
山

街
道
と

い
う
見
出
し

で
各
項
目
を
掲
げ
て

い
る
。
ま
た
、

『東
吉
野
村

史
』

通
史
編

(
一
九
九

二
年

)

一
五
〇
頁

で
は
、
伊
勢

街
道
北
路

・

中
路

・
南

路
と
記
載

さ
れ
て

い
る
。

さ
ら

に
、
伊
勢
本
街
道

に

つ
い

て
、
吉
井
貞
俊
氏
は

「御
杖
越
え
伊
勢
参
宮
街
道
」

(『神
道
史
研
究
』

一
九
ー

四
、

一
九
七

一
年
)

の
中

で

「
御
杖
越
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、

神
野
清
秀
氏
は

「
伊
勢
街
道
踏
査

六
二
七
粁
」

(
『皇
学
館
大
学
紀
要
』

二

一
、

一
九
八
三
年
)

で

「
伊
勢
参
宮
本
街
道
」

と
称

さ
れ
て
い
る
。

な

お
、
本
稿

で
は
、
萩
原
か
ら
名
張

～
青
山
峠
～

六
軒

ル
ー
ト
を
伊

勢
北
街
道

ま
た
は
青
越
え
、
萩

原
か
ら
赤
埴
～
飼
坂
峠

～
田
丸

ル
ー

ト
を
伊
勢
本
街
道
ま
た
は
飼
坂
越
え
、
五
条
～
鷲
家
～
高
見
峠
～
田
丸

を
伊
勢
南
街
道
と
称
す

る
。

奈
良
県
教
育

委
員
会
編

『伊
勢

本
街
道
-

奈
良
県

「歴
史

の
道
」
調

査
報
告
書
』

(
一
九

八
五
年
)

一
四
頁

。

『伊
勢
道
中
細

見
記
』

(宝
暦
十

三
年

刊
、
奈

良
大
学
文
学
部
史

学
科

蔵
)

の
萩
原

の
項
に
、
「
あ
か
ば

に
か

い
ど
う
」

「赤
埴
道

」
、

『諸
国

案
内

旅
雀
』

(享
保

五
年
刊

、
今
井
金
吾
監
修

『道
中
記
集
成
』
第
五

巻
、
大
空
社
刊
所
収
)

と

『
七
ざ

い
所
巡
道
し

る
べ
旅
行
便
覧
』

(享

和
二
年

刊
、

『道

中
記
集
成
』
第

一
九
巻
所
収
)

の
萩
原

の
項
に

「
長

谷
越
」
、
『幸
講
定
宿
帖
伊
勢
道
中
案
内
』

(明
和
五
年
刊

、
前
掲

(
4
)

所

収
)
に

「
か

い
坂
越
」
と

み
え

る
。

前
掲

『七
ざ

い
所
巡
道
し
る

べ
旅
行
便
覧
』

に
、
「
六
軒
屋
越
」
、

『諸

・

 

(9

)

(
10
)

国
案
内
旅
雀
』

に

「
な

ん
ば
り
越
」
と
あ
る
。

『道
中
記
集
成
』
第

二
四
巻
三
八
頁
。

『大
和
巡
独
案
内
絵
図
』

(刊
記
な
し
、

『道
中
記
集
成
』
第
三
八
巻
所

収
)
に
、
「
た
か
み
ご

へ
伊
勢
田
丸
よ
り
大
和
上
市
ま

で
廿
三
里
」
と

み
え
る
。

近
代

の
名
称

に

つ
い
て
は
、
明
治
二
十
八
年
刊
行

の

『大
日
本
管
轄

分
地
図
』
奈
良
県

に

「奈
良

上
街
道
、
起
点
奈
良
、
経
由
地
三
輪

・

初
瀬

・
三
本
松
、
到
達
三
重
県
境

、
道
程
九
里
三
十

一
丁
」

「伊
勢
中

街
道

、
起
点
榛
原
、
経
由

地
内

牧

・
山
粕
、
到
達
菅
野
、
道
程
七
里

二
十

二
丁
」
、
同
三
重
県
に

「大

和
街
道

、
起
点

関
、
経
由
地
加
太

・

柘

植

・
上
野
、
到

達
京
都

府
界
、
道
程

十
里

二
十
丁
」

「伊
勢

別
街

道

、
起
点
関
、
経
由
地
椋
本

・
窪

田
、
到
達
津
、
道
程
四
里
三
十
丁
」

「伊

勢
街
道
、
起
点

日
永
、
経

由
地
神
戸

・
白
子

・
津

・
松
坂
、
到

達
山

田
、
道
程
十
八
里
余

」
「
初
瀬
街
道
、
起
点
三
渡
、
経
由
地

二
本

木

・
阿
保

・
名

張
、
到
達
奈
良
県
境

、
道
程

十
四
里
十
丁
」
」
「
和
歌

山
街

道
、
起

点
松
坂
、
経
由
地
大

石

・
七
日
市

・
波
瀬
、
到
達
奈
良

県
境

、
道

程
十
六
里

三
丁
」

「
(街
道
名
称

な
し
)
起
点
津
、
経
由
地

長

野

・
平
松

・
平
田
、
到
達
上
野
、
道
程

十
二
里
十

二
丁
」
「
(街
道

名
称

な
し
)
起
点
月
本

、
経
由

地
久

居

・
羽
野
、
到
達
五
百
野
」
と

あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
奈
良
県

に
お

い
て
飼
坂

越
え
伊
勢
本
街
道

は

「伊
勢

中
街
道
」
と
称
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
青

越
え
伊
勢
北
街

道
は
、
奈
良
県

で
は

「奈
良
上
街
道
」
、

三
重
県

で
は

「初
瀬
街
道
」

の
公
称

が
付

さ
れ
て

い
た
こ
と

が
わ

か
る
。

『道
中
記
集
成
』
第

四

一
巻

]
七

〇
頁
。
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(
11
)

『道
中
記
集
成
』
第

四
四
巻

一
五
三
頁

。

(
12
)
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
蔵

。

(
13
)
奈
良
県
宇
陀
郡
榛
原
町
萩
原

に
所
在

。

(
14
)
三
重
県
多
気
郡
多
気
町
相
可
第

一
区

に
所
在

。

(
15
)
伊
勢
市

川
端
町
川
端
神
社
境
内

に
所
在
。
伊
勢
市
教
育
委
員
会
編

『伊

勢
市

の
石
造
遺
物
』

(
一
九
八
七
年

)
に
よ
れ
ば

、
原
位
置
は
川
端
町

西

口
。

(
16
)
島
本

一
編

『奈
良
曝
』

(
一
九
三
九
年

、
大
和
国
史
会
)
六
三
頁
。

(
17
)
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
蔵

。

(
18
)
前
掲

(3
)
神

野
氏
論
文

に
よ
る
。
ま
た
、
管
見
し
た
案
内

記
類

で

は
、

『西
国
順
礼
道
中
細
見
増
補
指
南
車
』

(『道
中
記
集
成
』
第

二
四

巻
所

収
)
に

「
い
せ
よ
り
京
本

街
道
」
、

『天
保
新
増
西

国
順
礼
道
中

細
見

大
全
』

(
『道
中
記
集
成
』

第

二
七
巻
所
収
)

に

「是

よ
り
大
津

本

か

い
道

な
り
」

な
ど
と
み
え
る
。

(19
)
並

河
永
校

訂

『大
和
志
』

(
一
九
八
七
年
、
臨
川
書
店
)
八
～
九
頁
。

竹
内
嶺
…
製
至
竹
内

二
十
町
竹
内
至
高
田

二
里
十
九
町
璽
高
田
至
八
木

一
里
八
町
騨

脳
馴

八
木
至
桜

井
駅
三
十

四
町
辮
堀
瓢
日
桜
井
至
初
瀬

一

里
有
半
纏
韻
謝
臆
鶴
初
瀬
至
萩

原
駅

一
里
萩
原
駅
至
赤
埴

一
里
余
卿

㎜

醐

日赤
埴

至
桃
俣

四
里
噺
賭
練

鼎
田
桃
俣

至
神
末

二
里
十

三
町
欝
畷
神
末

至
岩
坂
嶺
麟

馳
三
十

一
町
翻
糊
監
踊
酬
欄
町
馴
繭
報
痴
辮
継
脹
膿
鮮
蠣

(
20
)
前
掲

(
4
)
所
収
。

(
21
)

『道
中
記
集
成
』
第
五
巻
三

五
四
頁
。

(
22
)
伊
勢
本
街
道
に
は
、
伊
勢
神
宮

・長
谷
寺

間
を
移
動
す
る
隔
夜
僧
に
よ

っ

て
建
立

さ
れ
た
江
戸
中
期

の
供
養
碑

が
数
基
存
在
す

る
。
隔
夜
碑

に

(
23
)

(
24
)

272625

 

(28
)

(29

)
3130

つ
い
て
は
、
仲
芳
人

「
伊
勢
長
谷
隔
夜
に

つ
い
て
」

(
『史
　
と
美
術
』

六
九

〇
号
、

一
九
九

八
年
)

に
詳
し

い
。

桜
井
市

史
編
纂
委
員
会
編

『桜
井
市
史
』
史
料
編

下
巻

(
一
九
八

]

年
)

四
五
七
頁
。

尾

崎
知
光

・
木

下
泰

典
編

『菅
笠

日
記
』

(
一
九
九

二
年
、
和
泉

書

院
)

八
五
～
八
六
頁
。

『道
中
記
集
成
』
第

一
九
巻

三
七
五
頁
。

『道
中
記
集
成
』
第

三
八
巻

一
七

四
頁
。

上
野
市
古
文
献
刊
行
会
編

『永
保
記
事
略
』

(
一
九
七

四
年
)

頁

、
元
禄

十
四
年

八
月

二
日
条
。

前
掲

(27
)
四
三
二
頁

、
享
保

八
年
五
月
六
日
条
。

な
お
、
小
波
田
越
え
が
解
禁
と
な

る
の
は
、

る
。

室
生
村
史
編
集
委
員
会
著

『室
生
村
史
』

(
一
九
六
六
年
)

二
四
七

頁
所
載

の

「
問
屋
廻

文
連
印

帳
」

(安

政

三
年
)

原

・
赤

埴

・
菅
野

の
問
屋
か

み
え
、

萩
原
～
田
丸
問
に
も

問
屋
は
存
在

し
て
い
る
。

『道

中
記
集
成
』
第

四
二
巻

三
〇
四
頁
。

江
戸
時
代

に
お

い
て
は
、
長

野
越
え

・
加
太

越
え

と
も
に
、

道
と
称
さ

れ
て

い
る
。
ま

た
、
伊
勢

北
街
道

も
、

る

こ
と
か

ら
、
伊
賀

街
道

と
称
さ

れ
た
例

(
〔表

1
〕

34
)

が
、
在
は
、
長
野
越
え
を

「伊
賀
街
道
」
、
加
太
越
え
を

称
し

て

い
る
。
長

野
越
え
は
、
月
本

(松

阪
市

中
林
)

三

七

明
治

五
年

の
こ
と
で
あ

二
四
五
～

に
は
、
萩

江
戸
後
期

に
は
伊
勢

本
街
道

の

伊
賀
街

伊
賀

国
を
通
行
す

も

あ
る

本
稿

で
は
長
野
越
え

・
加
太

越
え

を
伊
賀
街
道
と
称
す

る
。
現

「
大
和
街
道
」
と

で
伊
勢
参
宮

一54一



(
32
)

(
33
)

　

35
)

34
)

.-.

383736
)

街
道

よ
り
分
岐
し
、

五
百

野
か
ら
長
野
峠
を
越
え

て
、
上
野

で
加
太

越
え
と
合
流
す
る
。

一
方

、
加
太
越
え
は
、
東
海
道
関

よ
り
分
か
れ
て
、

柘
植

・
佐

那
具
を
経

て
、
上
野

へ
出
、
島

ヶ
原

・
大

河
原

・
笠
置

・

加
茂
か
ら
奈
良

へ
至

る
。

東
吉

野
村

史
編
纂
委
員
会
編

『東

吉
野
史
』
史
料
編

上
巻

(
一
九
九

〇
年
)
七
九

七
～
七
九
八
頁
所
載

の
天
保
三
年

「高
見
峠

道
直
シ
寄

付
帳
」
か
ら
、
当
時

の
困
難

な
通
行

の
様

子
が
窺

え
る
。

前
掲

(
1
)
小

野
寺

氏
論
文

に
よ
る
と
、
道

中
日
記
九

五
点

調
査

の

う
ち
、
伊
勢
神
宮

往
復

の
み

の
道
中

日
記
は

一
点
し

か
存
在

し
な

い

と

い
う
。

『道
中
記
集
成
』
第

一
九
巻

一
五
九
頁

。

前
掲

(
1
)
小
野
寺

氏
論
文

で
は
、
関
東

か
ら

の
参
宮
例

の
う
ち
、

往
路
東
海
道

で
伊
勢

へ
入
り

、
参
宮

後
、
奈
良

・
大
坂

・
京
都

の
社

寺

を
巡

っ
て
、
帰
路

を
中
山
道

に
求

め
る
も

の
を

「伊
勢
参
宮

モ

デ

ル

ル
ー
ト
基
本

型
」
と
命
名
さ

れ
て

い
る
。
ま
た
、
大

田
区

立
郷
土

博

物
館
編

『特

別
展
図
録

弥
次

さ
ん
喜

多
さ

ん
旅
を
す

る
』

(
一
九

九

七
年
)

に
、
江

戸
期

の
道
中
日
記
よ
り

一
〇
〇
例

の
旅

の
行

程
が

示

さ
れ
て

い
る
が
、
そ

の
多
く
は
参
宮
後
大
和
を

巡

っ
て

い
る
。

『道

中
記
集

成
』
第

一
九
巻

二
七
六
頁
。

前
掲

(4
)
三
頁
所
載
。

奈
良

大
学
文
学
部
史

学
科
蔵
。
内
題

は

「大
和

国
奈
良
井
国
中
寺

社

名
所

旧
跡
記
」

(明
和

六
年
、
井
筒
屋
庄

八
版
行
)
。
な
お
、
井
筒

屋

庄

八
は
、
絵
図
屋
庄

八
と
も
名
乗

っ
て
お
り
、
前
掲

(
37
)
と

同
じ

版
元

で
あ

る
。

4039
))

 

(
41
)

　 　
4746
))

　 　 　 　

45444342
))))

 

(
48
)

5352515049
))))

『道

中
記
集

成
』

第
三
八
巻

一
七
四
頁
。

笠

間
越
え

・
名
張
街
道

と
も
称
す

る
。
奈
良

よ
り
鉢
伏
峠

・
一
台
峠

を
越

え

て
、
杣

ノ
川

へ
出
、
笠
間
峠
を
越
え

て
名
張
で
青
越
え
道
と

合
流
す

る
。

前
掲

(1
)

小
野
寺
氏
論
文
中
で
、
「伊
勢
参
宮

モ
デ
ル
ル
ー
ト
基
本

型
」
と

分
類
さ
れ
た
道
中

日
記

で
は
、

一
例
を
除

い
て
す

べ
て
、
伊

勢

か
ら
奈
良

へ
の
ル
ー
ト
に
伊
勢

北
街
道

・
伊

賀
街

道

の
い
ず
れ
か

を
通
行

し
て

い
る
。

『道
中
記
集
成
』

第
四
二
巻
三
〇
二
頁
。

『道
中
記
集
成
』
第

二
四
巻
三
七
頁
。

三
重
県
松
阪
市

六
軒

町
所
在
。

三
重
県
松
阪
市

中
林

町
所
在
。

(
45
)
同
所
所
在

。

(明
治
二
十
六
年

三
月
銘
)

奈
良
県
立
大
学
蔵
。

ま
た
、
同
じ
講
元
よ
り
出
さ
れ
た

『東
海
道

秋

葉
鳳
来
寺

伊
勢
参
宮

大
和
七
在
所

高
野
山
道

長
谷
南

都
越

定
宿

附
』

(奈
良
大
学
文

学
部
史
学
科
蔵
)
と

い
う
定
宿
帳
も
存
在
す
る
。

榛
原

町
史
編
集
委
員
会

編

『榛

原
町
史
』
本

編

(
一
九
九
三
年
)
八

七
七
頁
。

『道
中
記
集
成
』
第

四
四
巻

三
八

一
頁
。

『道
中
記
集
成
』
第

三
八
巻

一
七

四
頁
。

奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
蔵
。

『道
中
記
集
成
』
第

四
四
巻

二
二
六
頁
。

『道
中
記
集
成
』
第

一
三
巻
所
収

の
広
島
太
神
講
の
道
中
案
内
記

(安

永
四
年
刊
)
は
、
広
島
か
ら
中
国
路
を
経

て
大
坂

へ
、

そ
の
後
奈
良

・

一55一



(
54
)

(55

)

三
輪

・
初

瀬
を
巡

っ
て
伊
勢
本
街

道
を
伊
勢
ま

で
辿
り
、
参
宮
後
帰

路

は
、
小

俣
よ
り
伊
勢
別
街
道

を
経
由
し
、
関

か
ら
東
海
道
を
京
都

へ
出

る
と

い
う
行

程
で
あ
る
。

前

掲

(
23
)

『桜
井

市
史
』
史
料

編
下

巻
九

五

一
～

九
五

八
頁
所
収

「伊
勢
参
宮
道
中

日
記
」
、
王
寺
町
史
編
集
委
員
会
編

『新
訂
王
寺

町

史
』
資

料
編

(
二
〇

〇
〇
年

)
四
九
七
頁
～

五
〇
六
頁
所
収

「伊
勢

参
宮
道
中

日
記
」
、
安
堵
町
史
編
纂
委
員
会
編

『安
堵
町
史
』

史
料

編

下
巻

(
一
九
九

一
年
)
九
二

一
～
九

二
六
頁
所
収

「伊
勢
参
宮
道
之
記
」
、

東

吉
野
村
史
編
纂
委

員
会
編

『東
吉
野
村

史
』

史
料
編
上
巻

(
一
九

九

〇
年
)
七
九
九

～
八
〇
八
頁
所
収

「伊
勢

熊

の
道
中
記
」
等

の
道

中
日
記
に
よ
る
。

奈

良
大
学

で
は
、
文

学
部
史
学
科

日
本
近

世
史
研
究
室

(鎌

田
道

隆

教
授
)
が
中
心
と

な

っ
て
、
昭
和
六
十

二
年

よ
り
現
在
ま

で
毎
年

、

伊
勢
本
街
道

の
踏
査
を
行

っ
て
い
る

(筆
者
も
平
成
元
年
よ
り
同
行
)
。

そ

の
成
果

や
デ
ー
タ
は
、
奈
良
大
学
鎌

田
研
究
室
宝
来
講
道

中
細
見

記
作
成
委

員
会
編

『宝
来
講
道
中
細
見
記
』

(
一
九
九
四
年
)
な
と
に

ま
と

め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
伊
勢

北
街
道

・
伊
勢
南
街

道

・
伊
賀

街
道

に

つ
い
て
は
、
平
成
十

五
年

よ
り
現
地
調
査
を
行

っ
た
。
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